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熊
本
市
は
、
古
く
か
ら
清
れ
つ
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
、
上
水
道
の
全
量
を
地
下
水
で
賄
う
と
と
も

に
、
工
業
や
農
業
な
ど
多
種
多
様
な
用
途
に
地
下
水
が
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
 

 
 
 
 
し
か
し
、
生
活
水
準
の
向
上
や
産
業
経
済
の
発
展
等
に
伴
い
、
地
下
水
の
需
要
は
年
々
増
加
し
、

湧
水
量
が
減
少
す
る
等
の
地
下
水
障
害
が
一
部
の
地
域
で
生
じ
始
め
ま
し
た
。
 

 
 
 
 
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
昭
和

48
年
度
か
ら

49
年
度
の

2
カ
年
に
わ
た
っ
て
、
市
と
県
の
共
同

に
よ
り
「
熊
本
市
及
び
周
辺
地
域
地
下
水
調
査
」
(水

資
源
研
究
会
：
会
長
山
本
荘
毅

)が
実
施
さ
れ
、

阿
蘇
西
麓

60
0k
m2
の
範
囲
(当

時
20

市
町
村
)で

、
地
下
水
の
利
用
可
能
量
と
そ
の
流
動
機
構
並
び

に
か
ん
養
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
 
 
 
そ
の
結
果
、
こ
の
地
域
で
は
地
下
水
流
出
量
（
地
下
水
採
取
量
、
湧
水
量
、
海
や
他
の
地
下
水
区

へ
の
流
出
量
）
が
か
ん
養
量
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
 
 
 
さ
ら
に
、
昭
和

50
年
に
は
日
本
住
宅
公
団
九
州
支
社
が
水
道
局
の
健
軍
水
源
地
に
隣
接
す
る
約

3.
2h
a
の
土
地
に
、
高
層
分
譲
住
宅
団
地
の
建
設
を
計
画
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め

､水
源
地
に
影
響
を

与
え
る
と
し
て
、
建
設
予
定
地
周
辺
の
市
民
の
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
、
熊
本
市
で
も
所
要
の
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
 

 
 
 
 
以
上
の
よ
う
な
諸
調
査
や
問
題
等
に
起
因
し
て
、
地
下
水
に
対
す
る
市
民
の
関
心
が
次
第
に
高
ま

り
、
昭
和

51
年

3
月

22
日
、
市
議
会
で
“
限
り
あ
る
地
下
水
を
永
久
に
保
全
し
、
後
世
ま
で
守
り

伝
え
る
”
旨
の
「
地
下
水
保
全
都
市
宣
言
」
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
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こ
の
宣
言
に
対
応
す
る
た
め
に
、
昭
和

51
年

5
月
に
、
地
下
水
に
関
す
る
関
係
課
長
を
メ
ン
バ

ー
と
し
た
「
地
下
水
保
全
対
策
研
究
会
」
が
庁
内
に
発
足
し
、
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
昭
和

52
年

9

月
に
飲
料
水
そ
の
他
市
民
生
活
に
必
要
な
水
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
市
地
下
水
保
全

条
例
」
の
制
定
に
至
り
ま
し
た
。
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年
 
 
月
 

主
 
な
 
事
 
項
 

S5
2
年

 5
月

水
道
局
総
務
部
に
「
地
下
水
保
全
対
策
室
」
を
設
置
 

58
年

 4
月

保
健
衛
生
局
に
環
境
部
が
新
設
さ
れ
、「

水
資
源
対
策
室
」
と
し
て
改
称
移
管
 

61
年

 9
月

10
月

｢市
地
下
水
保
全
対
策
協
議
会
｣を

設
置
 

｢熊
本
地
域
地
下
水
保
全
対
策
会
議
｣を

設
置
(県

・
本
市
を
含
む

16
市
町
村
) 

62
年

 4
月

8
月

企
画
広
報
部
に
「
水
資
源
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
置
 

｢水
資
源
対
策
室
｣を

「
水
資
源
保
全
課
」
に
改
称
 

｢市
水
問
題
推
進
懇
談
会
｣を

設
置
 

63
年

 4
月

企
画
広
報
部
へ
「
水
資
源
対
策
室
」
と
し
て
改
称
移
管
 

H
元
年

 7
月

｢熊
本
の
水
を
良
く
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
｣が

設
置
さ
れ
る
。
(2
1
団
体
) 

2
年

 1
月

保
健
衛
生
局
へ
「
地
下
水
保
全
対
策
室
」
と
し
て
改
称
移
管
 

｢地
下
水
保
全
対
策
事
業
推
進
本
部
」
を
設
置
 

3
年

 3
月

｢(
財
)熊

本
地
下
水
基
金
｣を

設
立
 

4
年

 4
月

新
設
さ
れ
た
環
境
保
全
局
に
「
地
下
水
保
全
部
」
が
新
設
さ
れ
 

｢保
全
第
一
課
｣「

保
全
第
二
課
」
の

2
課
制
と
な
る
。
 

8
年

 4
月

｢保
全
第
一
課
｣「

保
全
第
二
課
」
を
統
合
し
て
「
地
下
水
保
全
課
」
と
な
る
。
 

10
年

 4
月

｢地
下
水
保
全
課
｣を

「
水
保
全
課
」
に
改
称
、
改
組
織
 

10
年

 5
月

｢地
下
水
保
全
対
策
事
業
推
進
本
部
」
を
廃
止
 

11
年

 4
月

改
組
織
（
農
業
振
興
課
林
務
に
関
す
る
業
務
の
一
部
が
移
管
）、

係
新
設
及
び
改
称
 

24
年

 4
月

部
制
廃
止
に
よ
り
、
環
境
局
水
保
全
課
と
な
る
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年
 
 
月
 

主
 
な
 
事
 
項
 

S5
1
年

03
月

｢地
下
水
保
全
都
市
宣
言
｣を

市
議
会
で
決
議
 

52
年

09
月

｢地
下

水
保
全

条
例

｣を
制

定
 

54
年

06
月

8
月

｢地
下

水
保
全

条
例

｣を
改

正
 

｢水
量
測
定
器
等
設
置
補
助
交
付
規
則
｣を

施
行
 

61
年

09
月

｢地
下
水
保
全
対
策
協
議
会
設
置
要
綱
｣を

施
行
 

H2
年

01
月

2
月

｢地
下
水
保
全
対
策
事
業
推
進
本
部
規
程
｣を

施
行
 

｢ま
ち
か
ど
親
水
計
画
｣策

定
 

3
年

03
月

｢地
下

水
保
全

条
例

｣を
改

正
 

5
年

02
月

｢ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
雨
水
浸
透
施
設
設
置
補
助
金
交
付
要
綱
｣を

施
行
 

9
年

01
月

7
月

｢地
下
水
採
取
量
等
公
表
要
綱
｣を

施
行
 

不
用
浄
化
槽
雨
水
貯
留
施
設
転
用
補
助
金
交
付
要
綱
」
を
施
行
 

10
年

05
月

｢地
下
水
保
全
対
策
事
業
推
進
本
部
規
程
｣を

廃
止
 

16
年

03
月

｢熊
本
市
地
下
水
量
保
全
プ
ラ
ン
｣を

策
定
 

19
年

12
月

｢地
下
水
保
全
条
例
｣を

改
正
 

21
年

03
月

｢熊
本
市
地
下
水
保
全
プ
ラ
ン
｣を

策
定
 

｢地
下
水
保
全
条
例
｣を

改
正
 

地
下
水
保
全
都
市
宣

言
 

限
り

あ
る
地
球
の
資
源
の
保
全
は
、
自
然
環
境
の
回
復

と
共

に
人

類
共

通
の
課
題

で
あ
り

、

水
資

源
に
つ
い
て
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
 

 古
来
、
わ
が
熊
本
市
は
豊
か
な
緑
と
清
冽
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
た
自
然
の
下
生
々
発
展
を
遂
 

げ
て

来
た

が
、
今
日
に
お
け
る
無
秩
序
な
地
下
水
の
開

発
と

自
然

環
境

の
破

壊
は

、
今
や

地
下

水
の

汚
染
を
は
じ
め
そ
の
枯
渇
さ
え
憂
慮
さ
れ
る
状

態
に
あ

る
。
 

よ
っ

て
、
本
議
会
は
市
民
の
総
意
を
結
集
し
て
自
然
環

境
の

回
復

、
保

全
を
は
か

り
、
貴

重

な
水

資
源

を
後
世
ま
で
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
を
誓
い

、
こ

こ
に

わ
が

熊
本

市
を

地
下
水

保
全
 

都
市

と
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。
 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
昭

和
51

年
3
月

 熊
本

市
議

会
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21
年

09
月

｢土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
許
可
手
数
料
条
例
｣を

制
定
 

25
年

03
月

「
地
下
水
保
全
条
例
」
を
改
正
 

 �
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年
 
 
月
 

主
 
な
 
事
 
項
 

S6
1
年

 8
月

都
市
宣
言

10
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
基

調
講

演
：
大

山
の
ぶ

よ
）
 

｢熊
本
の
地
下
水
｣パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
 

62
年

10
月

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
対
象
は
市
政
モ

ニ
タ

ー
）
 

63
年

 7
月

6
月

啓
発

ビ
デ

オ
を

製
作
 

ウ
ォ

ー
タ

ー
フ

ェ
ア
 

H
元
年

 6
月

8
月

小
学

生
書

道
コ

ン
テ

ス
ト
 

｢高
遊
原
地
下
浸
透
ダ
ム
」
パ
ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成
 

ウ
ォ

ー
タ

ー
フ

ェ
ア

 
 

｢熊
本
の
地
下
水
｣パ

ン
フ
レ
ッ
ト
改

訂
 

2
年

 6
月

8
月

11
月

水
資

源
国

際
会

議
 

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

ウ
ォ

ー
タ

ー
フ

ェ
ア
 

｢ま
ち
か
ど
親
水
計
画
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成

（
県

・
市
共

同
）
 

講
演

会
（

対
象

は
市

職
員

）
 

 
親

と
子

の
水

の
旅

 

3
年

 6
月

8
月

11
月

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

ウ
ォ

ー
タ

ー
フ

ェ
ア
 

親
と

子
の

水
の

旅
 

4
年

 2
月

6
月

8
月

講
演
会
（
対
象
は
市
及
び
周
辺

15
市
町

村
職

員
）
 

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

水
の

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
 

 
親

と
子

の
水

の
旅

 

5
年

 5
月

6
月

8
月

9
月

節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
マ
ー
ク
・
キ
ャ

ッ
チ

フ
レ

ー
ズ

募
集
 

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

水
の

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
 

親
と

子
の

水
の

旅
 

 
水

の
講

演
会

 

6
年

 3
月

6
月

8
月

節
水

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

作
成
 

節
水

シ
ー

ル
作

成
 

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

水
の

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
 

親
と

子
の

水
の

旅
 

 
水

の
講

演
会

 

7
年

 6
月

7
月

8
月

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
化
月
間
を
新

設
（

7～
8
月

）
 

親
と

子
の

水
の

旅
 

 
水

の
講

演
会

 

8
年

 3
月

6
月

7
月

8
月

11
月

｢熊
本
の
地
下
水
｣パ

ン
フ
レ
ッ
ト
改

訂
 

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
化
月
間
（
7～

8
月

）
 

水
の

講
演

会
 

 
親

と
子

の
水

の
旅

 

都
市
宣
言

20
周
年
記
念
式
典
 

9
年

 6
月

7
月

8
月

8 ～
1
2
月

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
化
月
間
（
7～

8
月
）
 

水
の

講
演

会
 

 
親

と
子

の
水

の
旅
 

節
水
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
及
び

16
市
町
村
）
 

10
年

 6
月

7
月

8
月

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
化
月
間
（
7～

8
月
）
 

水
の

講
演

会
 

 
親

と
子

の
水

の
旅

 
 

 

11
年

 6
月

7
月

8
月

11
月

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
化
月
間
（
7～

8
月
）
 

親
と

子
の

水
の

旅
 

節
水
コ
ン
ク
ー
ル
(県

及
び

16
市
町
村
)（

1
1～

12
月
）
 

12
年

 6
月

7
月

8
月

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
化
月
間
（
7～

8
月
）
 

親
と

子
の

水
の

旅
 

13
年

 6
月

7
月

8
月

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
化
月
間
（
7～

8
月
）
 

親
と

子
の

水
の

旅
 

14
年

 6
月

7
月

8
月

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
化
月
間
（
7～

8
月
）
 

親
と

子
の

水
の

旅
 

15
年

 6
月

7
月

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
化
月
間
（
7～

8
月
）
 

16
年

 6
月

7
月

12
月

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

節
水
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
（
17

年
1
月
ま
で
計

8
回
開
催
）
 

節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
化
月
間
（
7～

8
月
）
 

節
水
広
告
電
車
（
7～

3
月
）
 

く
ま
も
と
水
の
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

17
年

 1
月

4
月

6
月

7
月

「
く
ま
も
と
湧
く
湧
く
節
水
行
動
計
画
」
提
案
 

節
水
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
（
17

年
11

月
ま
で
計

6
回
開
催
）
 

「
わ
く
わ
く
節
水
倶
楽
部
」
設
置
 

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

節
水
社
会
実
験
広
報
開
始
式
 
 
プ
レ
節
水
社
会
実
験
 

節
水
社
会
実
験
 

節
水
パ
レ
－
ド
 

節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
化
月
間
（
7～

8
月
）
 

 
18

年
 4

月

6
月

7
月

7・
8
月

節
水
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
（
18

年
12

月
ま
で
計

6
回
開
催
）
 

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

節
水
社
会
実
験
 

節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
化
月
間
 

19
年

4
月

6
月

7
月

節
水
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
（
19

年
12

月
ま
で
計

6
回
開
催
）
 

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

節
水
社
会
実
験
 
わ
く
わ
く
節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
7～

10
月
）
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年
 
 
月
 

主
 
な
 
事
 
項
 

20
年

 4
月

6
月

7
月

節
水
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議

（
20

年
12

月
ま
で
計

6
回

開
催
）
 

第
10

回
日
本
水
大
賞
ｸﾞ
ﾗﾝ
ﾌ
ﾟﾘ
受

賞
 
 
中

学
生

水
の

ポ
ス

タ
ー
コ

ン
ク
ー

ル

平
成
の
名
水
百
選
に
水
前
寺
江
津
湖
湧
水
群
と
金
峰
山
湧
水
群
認
定
 

節
水
強
化
月
間
（
7～

9
月
）
 

わ
く
わ
く
節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（

7～
10

月
）
 

21
年

 5
月

6
月

7
月

節
水
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議

（
22

年
1
月

ま
で
計

6
回
開

催
）
 

中
学
生
水
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
 

節
水
パ
レ
－
ド
 

節
水
強
化
月
間
（
7～

9
月
）
 

わ
く
わ
く
節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（

7～
10

月
）
 

22
年

 5
月

6
月

7
月

節
水
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議

（
23

年
3
月

ま
で
計

5
回
開

催
）
 

節
水
強
化
月
間
及
び
く
ま
も
と
「
水
」
検
定
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
 

節
水
強
化
月
間
（
7～

9
月
）
 

わ
く
わ
く
節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（

7～
10

月
）
 

23
年

7
月

7
月

「
夏
季
の
節
水
重
点
期
間
」
オ
ー
プ

ニ
ン

グ
パ

レ
ー

ド
 

地
下
水
学
習
バ
ス
ツ
ア
ー
（
24

年
1
月
ま

で
計

5
回

開
催
）
 

夏
季
の
節
水
重
点
期
間
（
7～

8
月
）
 

わ
く
わ
く
節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
7～

10
月

）
 

24
年

 1
月

7
月

11
月

熊
本
の
水
を
守
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

「
夏
季
の
節
水
重
点
期
間
」
オ
ー
プ

ニ
ン

グ
パ

レ
ー

ド
 

夏
季
の
節
水
重
点
期
間
（
7～

8
月
）
 

わ
く
わ
く
節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
7～

10
月

）
 

地
下
水
学
習
バ
ス
ツ
ア
ー
（
25

年
2
月
ま

で
計

5
回

開
催
）
 

25
年

6
月

7
月

9
月

「
夏
季
の
節
水
重
点
期
間
」
オ
ー
プ

ニ
ン

グ
パ

レ
ー

ド
 

夏
季
の
節
水
重
点
期
間
（
7～

8
月
）
 

わ
く
わ
く
節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
7～

10
月

）
 

水
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
コ
ン
ク
ー

ル
（

7～
12

月
）
 

地
下
水
学
習
バ
ス
ツ
ア
ー
（
25

年
12

月
ま

で
計

3
回

開
催

）
 

26
年

6
月

7
月

8
月

9
月

「
夏
季
の
節
水
重
点
期
間
」
オ
ー
プ

ニ
ン

グ
パ

レ
ー

ド
 

夏
季
の
節
水
重
点
期
間
（
～
8
月
）
 

わ
く
わ
く
節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
～

10
月

）
 

地
下
水
学
習
バ
ス
ツ
ア
ー
（
一
般
向

け
：

27
年

3
月

ま
で

計
5
回

開
催
）
 

地
下
水
学
習
バ
ス
ツ
ア
ー
（
報
道
・

観
光

業
者

向
け

）
 

 

年
 
 
月
 

主
 
な
 
事
 
項
 

S4
8
年
 
 

市
及
び
周
辺
地
域
の
地
下
水
調
査
（
県
・
市
共
同
、
Ｓ
48
～
Ｓ
49
）
 

55
年
 9

月
市
上
水
道
研
究
会
が
地
下
水
調
査
報
告
書
を
提
出
 

58
年
 
 

河
川
水
位
の
観
測
を
開
始
（
加
勢
、
画
図
、
秋
津
橋
、
八
景
水
谷
）
 

59
年
 
 

熊
本
地
域
の
地
下
水
調
査
（
県
・
市
共
同
、
Ｓ
59
～
Ｓ

60
）
 

61
年
 8

月
地
下
水
位
観
測
井
を
初
め
て
設
置
（
水
前
寺
）
 

地
下
水
利
用
実
態
調
査
  
(Ｓ

61
～
Ｓ

62
) 

62
年
 8

月
水
問
題
推
進
懇
談
会
を
設
置
（
平
成

3
年

2
月
の
第

21
回
ま
で
開
催
）
 

63
年
 7

月
畑
面
雨
水
浸
透
試
験
（
県
・
市
共
同
）
 

63
年
 7

月
家
庭
用
水
、
都
市
活
動
用
水
使
用
合
理
化
調
査
 

(ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
実
態
調
査
) 

熊
本
地
域
工
業
用
水
の
使
用
合
理
化
指
導
事
業
(Ｓ

63
～
Ｈ
4)
 

H
元
年
 1

月

4
月

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
圃
場
雨
水
浸
透
モ
デ
ル
実
験
（
県
・
市
共
同
、
Ｈ
元
～
Ｈ
3)
 

家
庭
用
水
合
理
化
指
導
に
着
手
（
節
水
モ
デ
ル
地
区
、
節
水
教
室
推
進
校
）
 

都
市
活
動
用
水
の
使
用
合
理
化
調
査
（
県
・
市
共
同
）
 

水
源
か
ん
養
林
造
成
事
業
に
着
手
 

2
年
 9

月
地
下
水
か
ん
養
池
モ
デ
ル
実
験
池
を
築
造
（
県
・
市
共
同
）
 

長
期
水
需
給
予
測
調
査
 (
Ｈ
2～

Ｈ
3)
 

3
年
 

四
町
合
併
に
伴
う
井
戸
実
態
調
査
 

4
年
 3

月
水
問
題
推
進
懇
談
会
を
終
了
（
第

21
回
）
 

「
地
下
水
保
全
の
た
め
の
提
言
」
を
市
長
へ
提
出
 

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
雨
水
浸
透
施
設
モ
デ
ル
施
設
を
設
置
（
北
部
町
大
鳥
居
）
 

熊
本
地
域
土
地
利
用
現
況
図
を
作
成
（
県
・
市
共
同
）
 

5
年
 2

月

3
月

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
雨
水
浸
透
施
設
の
補
助
事
業
開
始
 

都
市
活
動
用
水
合
理
化
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
（
県
・
市
共
同
）
 

下
水
処
理
水
循
環
・
雨
水
利
用
調
査
 

第
二
次
熊
本
地
域
工
業
用
水
の
使
用
合
理
化
指
導
事
業
(県

・
市
共
同
、
Ｈ
5～

Ｈ
9)
 

熊
本
地
域
地
下
水
総
合
調
査
（
県
・
市
共
同
、
Ｈ
5～

Ｈ
6）

 

 6
年
 1
0
月

地
下
水
情
報
板
を
設
置
 

7
年

 3
月

7
月

9
月

10
月

熊
本
地
域
地
下
水
総
合
調
査
報
告
書
作
成
（
県
・
市
共
同
）
 

雨
水
利
用
シ
ス
テ
ム
設
計
指
針
を
作
成
 

熊
本
地
域
地
下
水
か
ん
養
対
策
推
進
事
業
（
県
・
市
共
同
）
 

都
市
活
動
用
水
の
使
用
合
理
化
指
導
対
象
事
業
所
の
説
明
会
 

都
市
活
動
用
水
合
理
化
指
導
事
業
開
始
（
Ｈ
12

ま
で
実
施
）
 

熊
本
地
域
地
下
水
総
合
保
全
管
理
計
画
策
定
検
討
委
員
会
を
設
置
 

8
年

 3
月

11
月

熊
本
地
域
地
下
水
総
合
保
全
管
理
計
画
を
策
定
（
県
・
市
共
同
）
 

熊
本
地
域
地
下
水
か
ん
養
実
験
事
業
（
県
・
市
共
同
）
 

白
川
中
流
域
水
田
湛
水
（
11

月
～
Ｈ
9.
3
月
）
 

9
年

 2
月

3
月

6
月

7
月

11
月

地
下
水
採
取
量
公
表
（
上
位

50
社
）
 

地
下
水
観
測
井
の
水
位
デ
ー
タ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
 

原
野
地
下
水
か
ん
養
実
験
(Ｈ

11
ま
で
(財

)熊
本
地
下
水
基
金
で
実
施
) 

不
用
浄
化
槽
雨
水
貯
留
施
設
転
用
の
補
助
事
業
開
始
 

白
川
中
流
域
水
田
か
ん
養
モ
デ
ル
事
業
（
(財

)熊
本
地
下
水
基
金
で
実
施
）
 

10
年

 6
月

9
月

原
野
地
下
水
か
ん
養
事
業
（
Ｈ
12

ま
で
実
施
）
 

熊
本
地
域
地
下
水
か
ん
養
水
質
調
査
事
業
（
県
・
市
共
同
）
 

11
年

 4
月

12
月

節
水
及
び
雨
水
利
用
促
進
モ
デ
ル
事
業
開
始
（
Ｈ
12

ま
で
実
施
）
 

白
川
中
流
域
水
田
利
用
検
討
委
員
会
を
設
置
（
Ｈ
12

ま
で
計

4
回
開
催
）
 

12
年

 1
月

9
月

11
月

西
原
村
と
「
森
林
整
備
協
定
」
締
結
 

画
図
地
区
の
自
噴
井
戸
調
査
及
び
適
正
利
用
指
導
（
約

1,
10
0
戸
）
 

矢
部
町
と
「
森
林
整
備
協
定
」
締
結
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年
 
 
月
 

主
 
な
 
事
 
項
 

13
年

 3
月

4
月

5
月

11
月

都
市
活
動
用
水
合
理
化
指
導
事
業
終
了
 

都
市
活
動
用
水
の
使
用
合
理
化
報
告
書
作
成
 

画
図
地
区
の
自
噴
井
戸
調
査
及
び
適
正
利
用
指
導
（
41
5
戸
）
 

白
川
中
流
域
水
田
か
ん
養
モ
デ
ル
事
業
開
始
（
Ｈ
15

ま
で
実
施
）
 

市
内
の
湧
水
地
現
況
調
査
（
49

箇
所
、
一
部
は
井
戸
を
含
む
）
 

14
年

 6
月

10
月

11
月

地
下
水
保
全
事
業
に
係
る
庁
内
連
絡
会
議
を
設
置
（
計

3
回
開
催
）
 

県
が
熊
本
県
水
資
源
対
策
会
議
に
お
け
る

「
白
川

中
流

域
水

田
活

用
」

の
検

討

に
係
る
作
業
部
会
を
設
置
 

白
川
中
流
域
地
下
水
か
ん
養
機
能
経
済
評
価
委
員
会
開
催
（
計

4
回
）
 

15
年

 3
月

4
月

6
月

7
月

8
月

11
月

12
月

第
8
回
作
業
部
会
で
水
田
湛
水
実
施
の
基
本
的
方
向
に
つ
い
て
合
意
 

白
川
中
流
域
地
下
水
か
ん
養
機
能
経
済
評
価
調
査
報
告
書
作
成
 

地
下
水
保
全
事
業
に
係
る
庁
内
連
絡
会
議
を

4
月

と
12

月
に
開
催
 

熊
本
市
地
下
水
量
保
全
プ
ラ
ン
の
基
本
的
方
向
に
つ
い
て
発
表
 

白
川
中
流
域
水
田
活
用
連
絡
協
議
会
が
発
足
 

地
下
水
保
全
の
為
の
経
済
的
手
法
に
関
す
る
庁
内
検
討
会
設
置
(計

3
回
開
催

)

田
ん
ぼ
の
学
校
ｉ
ｎ
白
川
中
流
域
を
白
川
中
流
域
水
土
里
ﾈｯ
ﾄ協

議
会
と
共
催
 

第
2
回
協
議
会
で
水
田
湛
水
実
施
に
つ
い
て
合
意
 

菊
陽
町
す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
、
大
津
町
か
ら
い
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
 

白
川
中
流
域
水
田
活
用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
（
県
、
市
で
実
行
委
員
会
組
織
）

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
く
ま
も
と
の
豊
か
な
地
下
水
を
守
る
た
め
に
」（

白
川
中
流
域

の
農
業
と
地
下
水
保
全
）
を
作
成
 

16
年

 1
月

2
月

3
月

5
月

8
月

10
月

11
月

12
月

熊
本
市
地
下
水
量
保
全
プ
ラ
ン
（
素
案
）
の
市
民
意
見
募
集
 

大
津
町
、
菊
陽
町
、
水
循
環
型
営
農
推
進

協
議
会

と
「

白
川

中
流

域
に

お
け

る

水
田
湛
水
推
進
に
関
す
る
協
定
」
締
結
 

大
津
町
、
菊
陽
町
新
農
業
推
進
対
策
本
部
員
会
議
で
水
田
湛
水
の
協
力
依
頼
 

菊
陽
町
の
新
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
集
落
説
明
会
で
水
田
湛
水
の
協
力
依
頼
 

熊
本
市
地
下
水
量
保
全
プ
ラ
ン
（
素
案
）
の
市
民
意
見
募
集
の
結
果
公
表
 

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
市
内
の
小
学
校

10
校
に
設
置
 

ま
ち
づ
く
り
戦
略
計
画
の
戦
略
１
で
地
下
水
の
保
全
に
つ
い
て
掲
げ
る
 

熊
本
市
地
下
水
量
保
全
プ
ラ
ン
を
策
定
 

白
川
中
流
域
水
田
か
ん
養
事
業
（
～
10

月
）
 

米
作
り
体
験
実
施
（
11

月
ま
で

7
回
）
 

田
ん
ぼ
の
学
校
を
白
川
中
流
域
土
地
改
良
区
協
議
会
と
共
催
（
菊
陽
町
）
 

「
白
川
中
流
域
発
－
江
津
湖
行
：
水
で
つ
な
が
る
交
流
ツ
ア
ー
」
開
催
 

菊
陽
町
す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
、
大
津
町
か
ら
い
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
 

17
年

 1
月

2
月

4
月

5
月

地
下
水
か
ん
養
域
設
定
調
査
及
び
建
築
物
基
礎
工
事
地
下
水
影
響
調
査
 

水
ブ
ラ
ン
ド
創
造
戦
略
基
礎
調
査
 

大
津
町
、
高
森
町
と
「
水
源
か
ん
養
林
」
森
林
整
備
協
定
締
結
 

白
川
中
流
域
水
田
活
用
連
絡
協
議
会
 

熊
本
地
域
地
下
水
保
全
対
策
調
査
報
告
書
作
成
（
県
・
市
共
同
）
 

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
設
置
の
補
助
事
業
開
始
 

白
川
中
流
域
水
田
か
ん
養
事
業
（
～
10

月
）
 

5
月

 
7
月

9
月

10
月

11
月

米
作
り
体
験
実
施
（
11

月
ま
で

6
回
）
 

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
市
内
の
小
学
校

10
校
に
設
置
 

第
1
回
白
川
中
流
域
水
田
活
用
連
絡
協
議
会
開
催
 

地
下
水
か
ん
養
域
設
定
調
査
及
び
建
築
物
基
礎
工
事
地
下
水
影
響
調
査
（
～
3
月
） 

田
ん
ぼ
の
学
校

in
白
川
中
流
域
 

親
子
わ
く
わ
く
水
環
境
ツ
ア
ー
 

菊
陽
町
す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
、
大
津
町
か
ら
い
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
 

水
ブ
ラ
ン
ド
創
造
プ
ラ
ン
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
（
3
月
ま
で

9
回
開
催
）
 

18
年

 1
月

3
月

5
月

6
月

7
月

10
月

11
月

佐
土
原
地
区
現
地
浸
透
調
査
業
務
委
託
 

第
２
回
白
川
中
流
域
水
田
活
用
連
絡
協
議
会
開
催
 

地
下
水
位
監
視
シ
ス
テ
ム
更
新
 

白
川
中
流
域
水
田
か
ん
養
事
業
（
～
10

月
）
 

米
作
り
体
験
実
施
（
11

月
ま
で

6
回
）
 

田
ん
ぼ
の
学
校

in
白
川
中
流
域
（
10

月
と
計

2
回
）
 

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
市
内
の
小
学
校

24
校
に
設
置
 

親
子
わ
く
わ
く
水
環
境
ツ
ア
ー
 

菊
陽
町
す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
、
大
津
町
か
ら
い
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
 

19
年

 2
月

5
月

6
月

７
月

10
月

11
月

白
川
中
流
域
水
田
活
用
連
絡
協
議
会
 

白
川
中
流
域
水
田
か
ん
養
事
業
（
～
10

月
）
 

米
作
り
体
験
実
施
（
11

月
ま
で

6
回
）
 

田
ん
ぼ
の
学
校

in
白
川
中
流
域
（
10

月
と
計

2
回
）
 

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
市
内
の
小
学
校

27
校
に
設
置
 

親
子
わ
く
わ
く
水
環
境
ツ
ア
ー
 

菊
陽
町
す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
、
大
津
町
か
ら
い
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
 

20
年

 2
月

5
月

6
月

7
月

11
月

白
川
中
流
域
水
田
活
用
連
絡
協
議
会
 

白
川
中
流
域
水
田
か
ん
養
事
業
（
～
10

月
）
 

田
ん
ぼ
の
学
校

in
白
川
中
流
域
（
10

月
と
計

2
回
）
 

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
市
内
の
中
学
校

19
校
に
設
置
 

菊
陽
町
す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
、
大
津
町
か
ら
い
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
 

21
年

 2
月

3
月

5
月

6
月

7
月

11
月

白
川
中
流
域
水
田
活
用
連
絡
協
議
会
 

熊
本
市
地
下
水
保
全
プ
ラ
ン
を
策
定
 

白
川
中
流
域
水
田
か
ん
養
事
業
（
～
10

月
）
 

田
ん
ぼ
の
学
校

in
白
川
中
流
域
（
10

月
と
計

2
回
）
 

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
市
内
の
小
学
校

1
校
、
中
学
校

19
校
に
設
置
 

大
津
町
、
西
原
村
、
南
阿
蘇
村
と
「
水
源
か
ん
養
林
」
森
林
整
備
協
定
締
結
 

22
年

 2
月

5
月

6
月

8
月

白
川
中
流
域
水
田
活
用
連
絡
協
議
会
 

白
川
中
流
域
水
田
か
ん
養
事
業
（
～
10

月
）
 

水
循
環
型
営
農
推
進
協
議
会
（
第
２
回
は
翌
２
月
開
催
）
 

田
ん
ぼ
の
学
校

in
白
川
中
流
域
開
催
（
10

月
と
計

2
回
）
 

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
市
内
の
小
学
校

11
校
、
中
学
校

4
校
に
設
置
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23
年

2
月

5
月

6
月

10
月

水
循
環
型
営
農
推
進
協
議
会
（
第
２
回
）
 

白
川
中
流
域
水
田
湛
水
事
業
（
～
10

月
）
 

水
循
環
型
営
農
推
進
協
議
会
（
第
１
回
）
 

田
ん
ぼ
の
学
校

in
白
川
中
流
域
開
催
（
田
植
え
体
験
ほ
か
）
 

田
ん
ぼ
の
学
校

in
白
川
中
流
域
開
催
（
稲
刈
り
体
験
ほ
か
）
 

4
年

2
月

5
月

6
月

10
月

水
循
環
型
営
農
推
進
協
議
会
（
第
２
回
）
 

白
川
中
流
域
水
田
湛
水
事
業
（
～
10

月
）
 

水
循
環
型
営
農
推
進
協
議
会
（
第
１
回
）
 

田
ん
ぼ
の
学
校

in
白
川
中
流
域
開
催
（
田
植
え
体
験
ほ
か
）
 

水
循
環
型
営
農
推
進
協
議
会
（
第
２
回
）
 

田
ん
ぼ
の
学
校

in
白
川
中
流
域
開
催
（
稲
刈
り
体
験
ほ
か
）
 

25
年

2
月

5
月

6
月

10
月

11
月

水
循
環
型
営
農
推
進
協
議
会
（
第
３
回
）
 

新
規
企
業
水
田
湛
水
事
業
参
入
調
印
式
 

白
川
中
流
域
水
田
湛
水
事
業
（
～
10

月
）
 

水
循
環
型
営
農
推
進
協
議
会
（
第

1
回
、
第

2
回
）
 

田
ん
ぼ
の
学
校

in
白
川
中
流
域
開
催
（
田
植
え
体
験
ほ
か
）
 

水
循
環
型
営
農
推
進
協
議
会
（
第

3
回
）
 

田
ん
ぼ
の
学
校

in
白
川
中
流
域
開
催
（
稲
刈
り
体
験
ほ
か
）
 

熊
本
市
水
源
か
ん
養
林
整
備
経
費
方
針
の
改
定
 

26
年

1
月

2
月

3
月

5
月

6
月

10
月

大
津
町
、
菊
陽
町
、
水
循
環
型
営
農

推
進

協
議
会

と
「

白
川

中
流

域
に

お
け

る

水
田
湛
水
推
進
に
関
す
る
協
定
」
締
結
（
第

2
次
）
 

水
循
環
型
営
農
推
進
協
議
会
（
第

4
回
）
 

第
2
次
熊
本
市
地
下
水
保
全
プ
ラ
ン
を
策
定
 

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
市
内
の
小
学
校

1
校
に
設
置
 

白
川
中
流
域
水
田
湛
水
事
業
（
～
10

月
）
 

水
循
環
型
営
農
推
進
協
議
会
（
第

1
回
）
 

田
ん
ぼ
の
学
校
ｉ
ｎ
白
川
中
流
域
開
催
（
田
植
え
体
験
ほ
か
）
 

田
ん
ぼ
の
学
校
ｉ
ｎ
白
川
中
流
域
開
催
（
稲
刈
り
体
験
ほ
か
）
 

27
年

1
月

2
月

3
月

大
津
町
、
西
原
村
、
南
阿
蘇
村
と
「
水
源
か
ん
養
林
」
森
林
整
備
協
定
締
結
 

水
循
環
型
営
農
推
進
協
議
会
（
第

2
回
）
 

熊
本
市
、
大
津
町
、
西
原
村
、
南
阿
蘇
村
４
市
町
村
合
同
植
樹
祭
開
催
 

 

年
 
 
月
 

主
 
な
 
事
 
項
 

Ｓ
48

年
1
月

水
質
汚
濁
防
止
法
第

3
条
第

3
項
の
規
定

に
よ

る
排

水
基
準
を

定
め

る
条

例
の

施
行

（
上
乗
せ
排
水
基
準

を
設

定
）

 

49
年

 5
月

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
第

10
条
(事

務
の

委
任

)の
政

令
市
と

な
る
。
 

57
年

 5
月

江
津
湖
の
水
質
調
査
を
開
始
（
5
月
、
8
月

、
11

月
) 

58
年

10
月

地
下
水
汚
染
実
態
調
査
（
有
機
塩
素

系
化

合
物

、
環

境
庁
地

下
水
汚

染
実
態

調

査
発

表
に

基
づ

く
も

の
）
 

59
～

60
年

地
下

水
汚

染
実

態
調

査
 

60
年

 7
月

水
質
汚
濁
防
止
法
第

3
条
第

3
項
の
規
定

に
よ

る
排

水
基
準
を

定
め

る
条

例
の

10
月

改
正

（
上

乗
せ

排
水

基
準

の
見

直
し

）
 

生
活
雑
排
水
対
策
モ
デ
ル
地
区
実
践
活
動
(藻

器
堀
川
流
域

36
6
世
帯
) 

61
年

10
月

61
～
Ｈ
元
年

生
活
雑
排
水
対
策
モ
デ
ル
地
区
実
践
活
動
(健

軍
川
流
域

24
2
世
帯
) 

地
下

水
汚

染
追

跡
調

査
 

62
年

10
月

フ
ィ
ン
ガ
ー
プ
リ
ン
ト
法
に
よ
る
汚
染
調
査
 

63
年

 7
月

10
月

 
 
 
 
 

地
下
水
質
観
測
井
を
設
置
（
春
竹
地
区
）
 

地
下

水
質

実
態

調
査

 
 

汚
染

井
戸

の
追

跡
調
査
 

水
質
汚
濁
防
止
法
の
改
正
（
有
害
物
質
指
定
）
 
 

定
点
監
視
 

Ｈ
元
年

11
月

地
下

水
の

砒
素

汚
染

の
実

態
調

査
 

阿
蘇
山
の
活
動
に
よ
る
火
山
灰
で
白
川
に
大
量
の
へ
い
死
魚
発
生
 

2
年

 3
月

7
月

地
下
水
汚
染
物
質
除
去
実
験
に
着
手
（
Ｐ
Ｃ
Ｅ
、
春
竹
地
区
）
 

高
平
台
地
区
地
下
水
汚
染
調
査
（
Ｔ
Ｃ
Ｅ
、
県
市
共
同
、
Ｈ
元
～
Ｈ
3）

 

3
年

 1
月

3
月

4
月

東
野
地
区
で
ガ
ソ
リ
ン
に
よ
る
地
下
水
汚
染
発
生
 

ガ
ソ
リ
ン
汚
染
対
策
班
を
設
置
 

熊
本

県
地

下
水

質
保

全
条

例
の

施
行
 

4
年

 2
月

 
 
 
 6

月

 
 
 
 9

月

東
野
地
区
で
ガ
ソ
リ
ン
成
分
除
去
に
着
手
 

高
平
台
地
区
で
揚
水
ば
っ
気
処
理
方
式
に
よ
る
Ｔ
Ｃ
Ｅ
除
去
に
着
手
 

高
平
台
地
区
で
ガ
ス
吸
引
処
理
方
式
に
着
手
 

5
年

 5
月

8
月

9
月

高
平
台
地
区
で
活
性
炭
吸
着
方
式
に
着
手
 

熊
本
市
生
活
雑
排
水
対
策
普
及
推
進
員
制
度
発
足
 

高
平
台
地
区
揚
水
ば
っ
気
処
理
方
式
の
プ
ラ
ン
ト
能
力
を
増
強
 

6
年

 3
月

高
平
台
地
区
の
ガ
ス
吸
引
処
理
方
式
に
着
手
 

西
部
地
域
の
地
下
水
質
調
査
（
砒
素
・
鉛
）
 

7
年

 3
月

10
月

井
芹
川
上
流
域
(山

王
橋
)が

生
活
排
水
対
策
重
点
地
域
に
指
定
 

東
部
地
区
の
硝
酸
性
窒
素
水
質
調
査
 

8
年

 3
月

井
芹
川
生
活
排
水
対
策
推
進
計
画
を
策
定
 

9
年

 1
月

2
月

10
月

高
平
台
地
区
で
小
型
ガ
ス
吸
引
処
理
方
式
に
着
手
 

廃
油
石
鹸
製
造
装
置
購
入
 

地
下
水
浄
化
対
策
検
討
委
員
会
 

10
年

 2
月

12
月

地
下
水
浄
化
対
策
検
討
委
員
会
 

地
下
水
汚
染
の
光
触
媒
利
用
浄
化
新
技
術
実
証
調
査
（
環
境
庁
）
 

清
水
地
区
、
健
軍
地
区
で
地
下
水
浄
化
装
置
の
運
転
開
始
 

11
年

10
月

11
月

旧
北
部
町
、
河
内
町
地
区
で
硝
酸
性
窒
素
汚
染
機
構
解
明
調
査
を
開
始
 

熊
本
城
備
前
堀
浄
化
手
法
調
査
を
開
始
 

 
 環

境
ホ
ル
モ
ン
調
査
を
開
始
 

12
年

 1
月

12
月

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
が
施
行
 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
を
開
始
 

13
年

 2
月

12
月

西
部
地
域
の
地
下
水
質
調
査
（
ふ
っ
素
、
ほ
う
素
）
 

地
下
水
浄
化
対
策
検
討
委
員
会
 

14
年

 2
月

4
月

8
月

熊
本
地
域
硝
酸
性
窒
素
削
減
対
策
会
議
を
設
置
（
熊
本
県
主
催
）
 

東
野
地
区
Ｍ
Ｎ
Ａ
検
討
開
始
（
浄
化
装
置
停
止
）
 

有
明
海
が
ん
ば
れ
サ
ミ
ッ
ト
が
設
立
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11
月

有
明
海
及
び
八
代
海
を
再
生
す
る
た

め
の

特
別

措
置

法
が
施

行
 

15
年

 2
月

4
月

6
月

7
月

12
月

土
壌
汚
染
対
策
法
が
施
行
 

清
水
地
区
地
下
水
浄
化
を
事
業
者
自

主
浄

化
に

移
行
 

西
部
地
域
に
お
け
る
地
下
水
の
ヒ
素

調
査

 

土
壌
汚
染
対
策
法
に
係
る
事
業
者
説

明
会

開
催
 

高
平
地
区
地
下
水
浄
化
を
事
業
者
自

主
浄

化
に

移
行
 

16
年

 1
月

地
下
水
浄
化
対
策
検
討
委
員
会
 

17
年

 3
月

熊
本
地
域
硝
酸
性
窒
素
削
減
計
画
が

策
定

さ
れ

る
 

19
年

 4
月

  
 
 
 8

月

 

熊
本
市
地
下
水
、
土
壌
及
び
公
共
用
水
域
の
汚
染
防
止
対
策
指
針
を
策
定
 

有
明
海
沿
岸
市
町
推
進
連
絡
調
整
会
議
設
立

 (
が
ん
ば
れ
サ
ミ
ッ
ト
解
散
) 

第
1
次
熊
本
市
硝
酸
性
窒
素
削
減
計
画
策
定
 
 

西
部
地
域
で
の
地
下
水
調
査
 (
ヒ
素
) 

  
20

年
 8

月
城
東
地
区
で
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
よ
る
汚
染
判
明
、
周
辺
調
査
 

 
21

年
 4

月
熊
本
市
硝
酸
性
窒
素
対
策
検
討
委
員

会
設

置
 

熊
本
市
硝
酸
性
窒
素
対
策
検
討
委
員

会
開

催
 (
5
月

～
 計

4
回

) 

22
年

3
月

第
2
次
熊
本
市
硝
酸
性
窒
素
削
減
計
画
策
定
 

23
年

1
月

10
月

熊
本
市
硝
酸
性
窒
素
対
策
検
討
委
員

会
開

催
 (
1
月

～
 計

2
回

) 

萩
原
地
区
で
地
下
水
汚
染
判
明
、
周

辺
調

査
 

24
年

3
月

 
 
 
 9

月

  
  

 1
1
月

第
2
次
熊
本
市
硝
酸
性
窒
素
削
減
計
画
改
訂

 (
合
併
に
よ
る
) 

春
日
地
区
で
地
下
水
汚
染
判
明
、
周

辺
調

査
 

熊
本
市
硝
酸
性
窒
素
対
策
検
討
委
員

会
開

催
 (
11

月
～

 計
2
回

) 

25
年

5
月

 

12
月

熊
本
市
家
畜
排
せ
つ
物
適
正
処
理
検
討
委
員
会
設
置
 

熊
本
市
家
畜
排
せ
つ
物
適
正
処
理
検
討
委
員
会
開
催
（
5
月
～
計

5
回
）
 

熊
本
市
硝
酸
性
窒
素
対
策
検
討
委
員
会
開
催
（
12

月
～
計

2
回
）
 

26
年

3
月

 
 
7
月

熊
本
市
家
畜
排
せ
つ
物
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画
策
定
 

熊
本
市
硝
酸
性
窒
素
対
策
検
討
委
員
会
開
催
（

7
月
～
計

3
回
）
 

27
年

3
月

第
3
次
熊
本
市
硝
酸
性
窒
素
削
減
計
画
策
定
 

 

 

年
 
 
月
 

主
 
な
 
事
 
項
 

16
年

12
月

水
ブ
ラ
ン
ド
創
造
戦
略
基
礎
調
査
 

17
年

 8
月

水
ブ
ラ
ン
ド
創
造
プ
ラ
ン
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
（
3
月
ま
で

9
回
開
催
）

18
年

 5
月

10
月

11
月

12
月

熊
本
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
「
熊
本
水
物
語
」
発
表
、
発
売
 

く
ま
も
と
水
ブ
ラ
ン
ド
創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
06
（
地
下
水
保
全
都
市
宣
言

30

周
年
記
念
）
 

く
ま
も
と
水
ブ
ラ
ン
ド
創
造
プ
ラ
ン
策
定
 

熊
本
水
遺
産
制
度
創
設
 

く
ま
も
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
イ
フ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
 

19
年

 1
月

3
月

築
城

40
0
年
祭
く
ま
も
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
イ
フ
「
若
水
」
PR

イ
ベ
ン
ト
 

く
ま
も
と
水
ブ
ラ
ン
ド
市
民
意
識
等
調
査
 

く
ま
も
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
イ
フ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
行
 

熊
本
水
遺
産
第

1
次
登
録
（
30

件
）
及
び
く
ま
も
と
水
ブ
ラ
ン
ド
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
発
表
 
 
 
熊
本
水
遺
産
巡
り
 

3
月

5
月

7
月

10
月

熊
本
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
「
熊
本
水
物
語
」
発
売
開
始
 

熊
本
水
遺
産
委
員
会
開
催
 

日
本
一
の
地
下
水
都
市
・
熊
本
市
フ
ェ
ア
（
福
岡
市
・
天
神
）
 

水
守
・
水
検
定
研
究
会
 

20
年

 1
月

3
月

6
月

8
月

11
月

新
春
・
若
水
ふ
る
ま
い
 

熊
本
水
遺
産
第

2
次
登
録
（
13

件
）
 

「
日
本
一
の
地
下
水
都
市
・
熊
本
」
ポ
ス
タ
ー
制
作
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定
公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
の
発
行
 

第
10

回
日
本
水
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
（
東
京
国
立
博
物
館
）
 

「
平
成
の
名
水
百
選
」（

環
境
省
）
に
水
前
寺
江
津
湖
湧
水
群
と
金
峰
山
湧
水
群

が
認
定
。
認
定
証
交
付
式
（
東
京
都
江
東
区
の
清
澄
庭
園
大
正
記
念
館
）
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定

3
級
試
験
実
施
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
開
催
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定

2
級
試
験
実
施
  
  
  

 熊
本
水
遺
産
め
ぐ
り
 

21
年

1
月

 3
月

6
月

8
月

11
月

12
月

第
10

回
日
本
水
大
賞
ｸﾞ
ﾗﾝ
ﾌﾟ
ﾘ受

賞
記
念

ｼﾝ
ﾎﾟ
ｼﾞ
ｳﾑ
・
同
記
念
ﾊﾟ
ｰﾃ
ｨｰ
 

熊
本
水
遺
産
第

3
次
登
録
（
17

件
）
 

く
ま
も
と
「
水
守
」
登
録
証
交
付
式
・
交
流
会
の
開
催
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定

3
級
試
験
実
施
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定

3
級
試
験

in
熊
本
市
動
植
物
園
開
催
 

熊
本
水
遺
産
め
ぐ
り
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定

1
級
・
2
級
試
験
実
施
 

22
年

1
月

7
月

12
月

く
ま
も
と
水
守
・
20
10

例
会
開
催
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定

3
級
試
験
実
施
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定

1
級
・
2
級
試
験
実
施
 

23
年

2
月

7
月

12
月

く
ま
も
と
水
守
・
20
11

例
会
開
催
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定

3
級
試
験
実
施
（
7～

9
月
）
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定

1
級
・
2
級
試
験
実
施
 

24
年

1
月

2
月

7
月

12
月

熊
本
水
遺
産
第

4
次
登
録
（
23

件
）
 

く
ま
も
と
水
守
・
20
12

例
会
開
催
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定

3
級
試
験
実
施
（
7～

9
月
）
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定

1
級
・
2
級
試
験
実
施
 

25
年

2
月

3
月

6
月

8
月

12
月

く
ま
も
と
水
守
・
20
13

例
会
開
催
 

20
13

国
連
“
生
命
の
水
”
最
優
秀
賞
受
賞
（
オ
ラ
ン
ダ
、
ハ
ー
グ
市
）
 

熊
本
水
遺
産
第

5
次
登
録
（
9
件
）
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定
公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
「
改
定
版
」
発
行
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定

3
級
試
験
実
施
（
7～

9
月
）
 

国
連
“
生
命
の
水
”
最
優
秀
賞
受
賞
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定

1
級
・
2
級
試
験
実
施
 

26
年

2
月

3
月

 
 
 
7
月

12
月

27
年

3
月

く
ま
も
と
水
守
・
20
14

例
会
開
催
 

「
国
際
“
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
”
in

熊
本
」
開
催
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定

3
級
試
験
実
施
（
7～

9
月
）
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定

1
級
・
2
級
試
験
実
施
 

く
ま
も
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
イ
フ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
英
語
版
コ
ン
テ
ン
ツ
追
加
 

く
ま
も
と
水
紀
行

BD
・
DV
D
英
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
 

− 64−



 

年
 
 
月
 

主
 
な
 
事
 
項
 

21
年

6
月

  
  
  
 8

月

10
月

11
月

熊
本
市
ま
ち
な
か
わ
く
わ
く
親
水
施
設
ｱｲ
ﾃﾞ
ｨｱ
･ﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝｺ
ﾝﾃ
ｽﾄ
作
品
募
集
実
施

熊
本
市
ま
ち
な
か
わ
く
わ
く
親
水
施
設
ｱｲ
ﾃﾞ
ｨｱ
･ﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝｺ
ﾝﾃ
ｽﾄ
 ｸ
ﾞﾗ
ﾝﾌ
ﾟﾘ
決
定

・
表
彰
式
 

地
下
水
都
市
熊
本
空
間
創
出
整
備
方
針
策
定
 

熊
本
駅
西
口
駅
前
広
場
親
水
施
設
実
施
設
計
業
務
委
託
着
手
 

22
年

11
月

熊
本
駅
西
口
駅
前
広
場
親
水
施
設
完
成
 

23
年

2
月

  
3
月

街
な
か
親
水
施
設
完
成
（
祗
園
橋
･明

八
橋

･洗
馬
橋
電
停
･市

役
所
前
）
 

熊
本
駅
新
幹
線
口
ｳｫ
ｰﾀ
ｰｽ
ﾃｰ
ｼｮ
ﾝ・

親
水
施
設
お
披
露
目
式
開
催
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熊

本
市

地
下

水
保

全
条

例
 

 

制
定

  
昭

和
52

年
9
月

30
日

 条
例

第
4
2
号

 

改
正

 
 
平

成
 
3 
年

3
月

2
8
日

 条
例

第
2
7
号

 

改
正

 
 
平

成
19

年
12

月
2
5
日

条
例

第
9
0
号

 

改
正

 
 
平

成
21

年
03

月
2
6
日

条
例

第
1
5
号

 

改
正

 
平

成
2
5
年

0
3
月

27
日

条
例

第
1
8
号

 

第
１
章
 

総
則
（
第
１
条
－
第
７
条
）
 

第
２
章
 

地
下
水
の
水
質
の
保
全
（
第
８
条
－
第
１
０
条
）
 

第
３
章
 

地
下
水
の
か
ん
養
（
第
１
１
条
－
第
１
４
条
）
 

第
４
章
 

節
水
（
第
１
５
条
－
第
１
８
条
）
 

第
５
章
 

地
下
水
の
管
理
（
第
１
９
条
－
第
２
４
条
）
 

第
６
章
 

雑
則
（
第
２
５
条
－
第
３
３
条
）
 

第
７
章
 

罰
則
（
第
３
４
条
－
第
３
６
条
）
 

  
 
 
第
１
章
 
総
則
 

（
目
的
）
 

第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
熊
本
市
環
境
基
本
条
例
(昭

和
６
３
年
条
例
第
３
５
号
)の

趣
旨
に
基
づ
き
、
市
民

生
活
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
資
源
で
あ
る
地
下
水
を
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
が
享
受
で
き
る
よ
う
、

水
質
及
び
水
量
の
両
面
か
ら
地
下
水
の
保
全
を
図
る
こ
と
に
よ
り
飲
料
水
そ
の
他
市
民
生
活
に
必
要
な
水

を
確
保
し
、
も
っ
て
市
民
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 
（
基
本
理
念
）
 

第
２
条
 
地
下
水
は
、
雨
水
が
本
市
及
び
他
の
市
町
村
を
含
む
広
域
的
な
範
囲
に
お
い
て
、
農
林
業
活
動
等

と
相
ま
っ
て
地
下
に
浸
透
し
、
地
中
で
は
ぐ
く
ま
れ
、
流
動
し
て
い
く
と
い
う
水
循
環
の
中
で
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
保
全
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
地
下
水
は
、
生
活
用
水
、
農
業
用
水
、
工
業
用
水
等
と
し
て
社
会
経
済
活
動
を
支
え
て
い
る
貴
重
な
資

源
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、公

水
(市

民
共
通
の
財
産
と
し
て
の
地
下
水
を
い
う
。
)と

の
認
識
の
下
に
、

そ
の
保
全
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
 
地
下
水
の
保
全
は
、
清
れ
つ
な
水
質
及
び
豊
富
な
水
量
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
市
、
市
民
及
び
事
業
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
役
割
の
下
に
、
水
質
保
全
対
策
、

か
ん
養
対
策
、
節
水
対
策
等
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
（
地
下
水
の
定
義
）
 

第
３
条
 
こ
の
条
例
に
い
う
「
地
下
水
」
に
は
、
温
泉
法
(昭

和
２
３
年
法
律
第
１
２
５
号
)第

２
条
第
１
項

に
規
定
す
る
温
泉
、
鉱
業
法
(昭

和
２
５
年
法
律
第
２
８
９
号
)第

３
条
第
１
項
に
規
定
す
る
可
燃
性
天
然

ガ
ス
を
溶
存
す
る
地
下
水
並
び
に
河
川
法
(昭

和
３
９
年
法
律
第
１
６
７
号
)第

３
条
第
１
項
及
び
第
１
０

０
条
第
１
項
に
規
定
す
る
河
川
の
流
水
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
は
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。
 

 
（
市
の
責
務
）
 

第
４
条
 
市
は
、
市
民
生
活
及
び
社
会
経
済
活
動
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
総
合
的
か
つ
広

域
的
な
地
下
水
の
保
全
対
策
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
（
国
及
び
県
そ
の
他
の
公
共
団
体
へ
の
要
請
）
 

第
５
条
 
市
長
は
、
国
及
び
熊
本
県
（
以
下
「
県
」
と
い
う
。）

そ
の
他
の
公
共
団
体
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
、

こ
の
条
例
の
目
的
達
成
の
た
め
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
国
及
び
県
そ
の
他
の
公
共
団
体
に
対
し
、
必
要

な
措
置
を
と
る
こ
と
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
（
市
民
及
び
事
業
者
の
責
務
）
 

第
６
条
 
市
民
及
び
事
業
者
は
、
自
ら
地
下
水
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
が
行
う
地
下
水
の
保
全
の

た
め
の
取
組
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
（
地
下
水
採
取
者
の
責
務
）
 

第
７
条
 
地
下
水
を
採
取
す
る
者
（
以
下
「
地
下
水
採
取
者
」
と
い
う
。）

は
、
地
下
水
採
取
量
の
縮
減
に
努

め
、
自
ら
地
下
水
の
保
全
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
市
が
行
う
地
下
水
の
保
全
の
た

め
の
取
組
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 
 
第
２
章
 
地
下
水
の
水
質
の
保
全
 

 
（
水
質
保
全
）
 

第
８
条
 
市
は
、
市
民
及
び
事
業
者
と
と
も
に
、
県
及
び
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
下
水
の

水
質
の
保
全
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 

（
地
下
水
質
保
全
対
策
指
針
）
 

第
９
条
 
市
長
は
、
地
下
水
の
水
質
を
保
全
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
地
下
水
質
保
全
対
策

指
針
を
策
定
し
、
当
該
指
針
の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
基
づ
く
行
動
を
推
進
す
る
も
の
と
す

る
。
 

 
(1
) 

地
下
水
の
汚
染
の
防
止
及
び
早
期
発
見
の
た
め
の
取
組
に
関
す
る
こ
と
。
  

(2
) 

地
下
水
が
汚
染
さ
れ
た
区
域
の
監
視
及
び
改
善
に
関
す
る
こ
と
。
  

 
(3
) 

地
下

水
に
お

け
る
硝
酸
性
窒
素
及
び
亜
硝
酸
性
窒
素
の
濃
度
を
低
減
さ
せ
る
た
め
の
広
域
的
取
組

に
関
す
る
こ
と
。
  

 
(4
) 

事
業
者
、
農
業
関
係
団
体
及
び
関
係
行
政
機
関
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る
こ
と
。
  

２
 
市
民
及
び
事
業
者
は
、
前
項
の
地
下
水
質
保
全
対
策
指
針
を
踏
ま
え
て
、
自
ら
地
下
水
の
水
質
の
保
全

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
が
行
う
水
質
保
全
対
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
（
硝
酸
性
窒
素
等
削
減
対
策
）
 

第
１
０
条
 
市
長
は
、
地
下
水
に
お
け
る
硝
酸
性
窒
素
及
び
亜
硝
酸
性
窒
素
の
濃
度
の
低
減
を
図
る
た
め
、

市
民
、
事
業
者
、
農
業
関
係
団
体
及
び
関
係
行
政
機
関
と
連
携
し
て
、
窒
素
化
合
物
の
土
壌
へ
の
過
剰
な

浸
透
の
抑
制
（
次
項
に
お
い
て
「
硝
酸
性
窒
素
等
削
減
対
策
」
と
い
う
。）

に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。
 

２
 
農
業
者
は
、
肥
料
の
適
正
な
使
用
及
び
家
畜
排
せ
つ
物
の
適
正
な
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
が
行

う
硝
酸
性
窒
素
等
削
減
対
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 
 
第
３
章
 
地
下
水
の
か
ん
養
 

 
（
地
下
水
か
ん
養
対
策
の
推
進
）
 

第
１
１
条
 
市
は
、
市
民
及
び
事
業
者
と
と
も
に
、
県
及
び
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
下
水

の
か
ん
養
対
策
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 
（
地
下
水
か
ん
養
対
策
指
針
）
 

第
１
２
条
 
市
長
は
、
地
下
水
の
か
ん
養
を
促
進
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
地
下
水
か
ん
養

対
策
指
針
を
策
定
し
、
当
該
指
針
の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
基
づ
く
行
動
を
推
進
す
る
も
の

と
す
る
。
 

(1
) 

地
下
水
の
か
ん
養
に
関
す
る
目
標
値
の
設
定
及
び
当
該
目
標
値
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
取
組

に
関
す
る
こ
と
。
 

 
(2
) 

地
下
水
か
ん
養
促
進
地
域
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
。
  

 
(3
) 

事
業
者
、
農
業
関
係
団
体
及
び
関
係
行
政
機
関
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る
こ
と
。
  

２
 
市
民
及
び
事
業
者
は
、
前
項
の
地
下
水
か
ん
養
対
策
指
針
を
踏
ま
え
て
、
自
ら
地
下
水
の
か
ん
養
対
策

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
が
行
う
か
ん
養
対
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

− 66−



  
（
雨
水
浸
透
施
設
の
設
置
）
 

第
１
３
条
 
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
を
す
る
者
は
、
当
該
行
為
を
行
う
土
地
に
お
け
る
雨

水
の
地
下
浸
透
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
を
緩
和
す
る
た
め
、
前
条
第
１
項
の
地
下
水
か
ん
養
対
策
指
針
を
踏

ま
え
て
、
当
該
土
地
に
お
い
て
雨
水
浸
透
ま
す
、
緑
地
そ
の
他
雨
水
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
施
設

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
急
傾
斜
地
、
低
湿
地
等
雨
水
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が

不
適
当
な
地
域
を
除
く
も
の
と
す
る
。
 

 
(1
) 

都
市
計
画
法
（
昭
和
４
３
年
法
律
第
１
０
０
号
）
第
４
条
第
１
２
項
に
定
め
る
開
発
行
為
 

 
(2
) 

建
築
基
準
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
０
１
号
）
第
２
条
第
１
号
に
定
め
る
建
築
物
（
屋
根
及
び
柱

又
は
壁
を
有
す
る
も
の
（
こ
れ
に
類
す
る
構
造
の
も
の
を
含
む
。）

に
限
る
。）

の
建
築
 

 
（
大
規
模
採
取
者
の
地
下
水
か
ん
養
対
策
）
 

第
１
４
条
 
地
下
水
採
取
者
の
う
ち
規
則
で
定
め
る
者
（
以
下
「
大
規
模
採
取
者
」
と
い
う
。）

は
、
第
１
２

条
第
１
項
の
地
下
水
か
ん
養
対
策
指
針
を
踏
ま
え
て
、
近
隣
市
町
村
の
区
域
も
含
め
た
地
域
に
お
け
る
地

下
水
の
か
ん
養
対
策
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
大
規
模
採
取
者
は
、
前
項
の
か
ん
養
対
策
の
取
組
の
状
況
に
つ
い
て
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

市
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
 
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
内
容
に
つ
い
て
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
公
表
す
る
も

の
と
す
る
。
 

 
 
 
第
４
章
 
節
水
 

 
（
節
水
型
社
会
の
形
成
）
 

第
１
５
条
 
市
は
、
節
水
意
識
の
啓
発
に
努
め
、
市
民
及
び
事
業
者
と
と
も
に
節
水
及
び
水
の
有
効
利
用
を

促
進
し
、
節
水
型
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 
（
節
水
対
策
指
針
）
 

第
１
６
条
 
市
長
は
、
節
水
型
社
会
の
形
成
を
促
進
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
節
水
対
策
指

針
を
策
定
し
、当

該
指
針
の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、こ

れ
に
基
づ
く
行
動
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 
(1
) 

節
水

に
関
す
る
目
標
値
の
設
定
及
び
当
該
目
標
値
を
達

成
す

る
た
め
の

具
体

的
取

組
に
関

す
る

こ

と
。
 

 
(2
) 

節
水
に
関
す
る
市
民
運
動
及
び
節
水
教
育
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。
  

 
(3
) 

節
水
型
機
器
の
推
奨
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。
  

２
 
市
民
及
び
事
業
者
は
、
前
項
の
節
水
対
策
指
針
を
踏
ま
え
て
、
自
ら
節
水
及
び
水
の
有
効
利
用
に
努
め

る
と
と
も
に
、
市
が
行
う
節
水
対
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
（
建
築
時
の
配
慮
）
 

第
１
７
条
 
建
築
物
の
建
築
（
給
水
設
備
の
新
設
、
増
設
又
は
変
更
を
伴
う
も
の
に
限
る
。）

を
す
る
者
は
、

前
条
第
１
項
の
節
水
対
策
指
針
を
踏
ま
え
て
、
当
該
建
築
物
に
お
い
て
、
節
水
に
配
慮
し
た
給
水
設
備
を

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
（
大
規
模
採
取
者
の
節
水
対
策
）
 

第
１
８
条
 
大
規
模
採
取
者
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
節
水
計
画
を
作
成
し
、
市
長
に
提
出
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
誠
実
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
大
規
模
採
取
者
は
、
前
項
の
節
水
計
画
の
実
施
の
状
況
に
つ
い
て
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市

長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
 
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
内
容
に
つ
い
て
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
公
表
す
る
も

の
と
す
る
。
 

 
 
 
第
５
章
 
地
下
水
の
管
理
 

 
（
地
下
水
の
常
時
監
視
）
 

第
１
９
条
 
市
長
は
、
地
下
水
の
水
質
及
び
水
量
の
状
況
を
常
時
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
常
時
監
視
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
井
戸
の
設

置
者
に
対
し
、
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
 
市
長
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
常
時
監
視
の
結
果
に
基
づ
き
、
地
下
水
の
水
質
及
び
水
量
の
状
況
を

定
期
又
は
臨
時
に
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 
（
緊
急
時
の
措
置
）
 

第
２
０
条
 
市
長
は
、
有
害
物
質
（
カ
ド
ミ
ウ
ム
そ
の
他
の
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
物
質
と
し
て
規
則
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。）
、
毒
物
（
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第

３
０
３
号
）
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
毒
物
を
い
う
。）

そ
の
他
の
物
質
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
汚
染
原
因
」

と
い
う
。）

に
よ
り
地
下
水
が
汚
染
さ
れ
、
又
は
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
が
明
ら
か
で
あ
り
、
速
や
か
に
汚
染

原
因
の
除
去
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
市
民
生
活
に
重
大
な
支
障
が
生
じ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

地
下
水
の
保
全
の
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
市
長
は
、
前
項
の
措
置
を
講
ず
る
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
地
下
水
を
汚
染
さ
せ
、
又
は
汚
染
さ

せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対
し
、
汚
染
原
因
の
除
去
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

３
 
市
長
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
ず
る
と
き
は
、
地
下
水
の
汚
染
の
状
況
そ
の
他
必
要
な
情

報
を
速
や
か
に
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
 

４
 
市
長
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
地
下
水
を
汚
染
さ
せ
、
又
は
汚
染
さ
せ
る

お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対
し
、
当
該
措
置
に
要
し
た
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
（
過
剰
な
採
取
の
抑
制
）
 

第
２
１
条
 
地
下
水
採
取
者
は
、
使
用
の
用
途
に
必
要
な
量
を
著
し
く
超
え
て
採
取
を
す
る
等
地
下
水
の
過

剰
な
採
取
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

２
 
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
違
反
し
た
地
下
水
採
取
者
に
対
し
、
地
下
水
の
採
取
量
の
縮
減
、
地
下
水
の

有
効
利
用
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
 
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
そ
の
勧
告
に
従
わ
な
い
と

き
は
、
当
該
勧
告
に
係
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
（
地
下
水
利
用
管
理
者
）
 

第
２
２
条
 
地
下
水
採
取
者
の
う
ち
規
則
で
定
め
る
者
は
、
地
下
水
の
合
理
的
な
利
用
を
図
る
た
め
、
地
下

水
利
用
管
理
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
地
下
水
利
用
管
理
者
の
職
務
は
、
規
則
で
定
め
る
。
 

 
（
地
下
工
事
に
お
け
る
地
下
水
へ
の
影
響
防
止
）
 

第
２
３
条
 
建
築
工
事
等
に
お
い
て
地
下
工
事
（
杭
打
ち
工
事
そ
の
他
の
工
事
で
規
則
で
定
め
る
も
の
を
い

う
。）

を
行
う
者
は
、
地
下
水
の
水
質
又
は
水
量
の
保
全
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
深
さ
が
１
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
地
下
工
事
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

あ
ら
か
じ
め
市
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
（
水
道
水
源
周
辺
工
事
の
事
前
協
議
）
 

第
２
４
条
 
市
の
水
道
事
業
に
お
け
る
水
道
の
水
源
と
な
る
井
戸
か
ら
規
則
で
定
め
る
距
離
の
範
囲
内
で
、

水
道
事
業
の
管
理
者
が
別
に
定
め
る
地
域
に
お
い
て
地
下
工
事
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
規
則
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
水
道
事
業
の
管
理
者
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 
 
第
６
章
 
雑
則
 

 
（
立
入
調
査
等
）
 

第
２
５
条
 
市
長
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
又
は
市
長
が
委
任
し
た
者

（
以
下
「
職
員
等
」
と
い
う
。）

に
他
人
の
土
地
又
は
建
物
に
立
ち
入
り
、
地
下
水
又
は
土
壌
の
状
況
に
関
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す
る
調
査
又
は
検
査
（
以
下
「
調
査
等
」
と
い
う
。）

を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
調
査
等
を
行
う
職
員
等
は
、
立
入
り
の
際
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
土
地
の
占
有

者
に
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
 
日
出
前
又
は
日
没
後
に
お
い
て
は
、
土
地
の
占
有
者
の
承
諾
が
あ
っ
た
場
合
を
除
き
、
第
１
項
の
規
定

に
よ
る
立
入
り
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

４
 
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
調
査
等
を
行
う
職
員
等
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人
に

提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

５
 
市
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
に
よ
り
損
失
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
損
失
を
受
け
た
者
に
対

し
て
、
こ
れ
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

６
 
土
地
の
占
有
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
等
を
拒
み
、
又
は
妨
げ
て

は
な
ら
な
い
。
 

 
（
報
告
の
徴
収
及
び
助
言
等
）
 

第
２
６
条
 
市
長
は
、
地
下
水
を
保
全
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
地
下
水
採
取
者
、
地
下

水
を
利
用
す
る
者
及
び
地
下
水
に
影
響
を
与
え
、
又
は
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対
し
、
地
下
水
の
保

全
の
た
め
の
措
置
の
状
況
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
関
し
、
報
告
を
求
め
、
又
は
助
言
し
、
若
し
く
は
指
導

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
（
違
反
者
等
の
氏
名
等
の
公
表
）
 

第
２
７
条
 
市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
氏
名
等
を
公
表

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(1
) 

第
１
８
条
第
１
項
の
節
水
計
画
を
作
成
せ
ず
、
若
し
く
は
提
出
せ
ず
、
又
は
実
施
し
な
い
者
 

(2
) 

第
１
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
な
い
者
 

(3
) 

第
２
０
条
第
２
項
及
び
第
２
１
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
 

(4
) 

第
２
３
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
者
 

 
(5
) 

前
条
の
規
定
に
よ
る
指
導
を
受
け
、
正
当
な
理
由
が
な
く
そ
の
指
導
に
従
わ
な
い
者
 

２
 
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
意
見
を
述
べ
、
及

び
証
拠
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
（
援
助
）
 

第
２
８
条
 
市
は
、
地
下
水
の
保
全
を
図
る
た
め
に
必
要
な
設
備
の
設
置
又
は
改
善
を
行
う
者
に
対
し
て
、

必
要
な
資
金
の
あ
っ
せ
ん
、
技
術
的
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
 

 
（
表
彰
）
 

第
２
９
条
 
市
長
は
、
地
下
水
の
保
全
に
関
し
、
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
者
又
は
団
体
を
表
彰
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
表
彰
に
係
る
選
定
基
準
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
市
長
が
別
に
定
め
る
。
 

 
（
熊
本
市
地
下
水
浄
化
対
策
検
討
委
員
会
の
設
置
）
 

第
３
０
条
 
地
下
水
が
汚
染
さ
れ
た
区
域
の
監
視
及
び
改
善
に
関
す
る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す

る
た
め
、
熊
本
市
地
下
水
浄
化
対
策
検
討
委
員
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
委
員
会
」
と
い
う
。）

を
置

く
。
 

２
 
委
員
会
の
委
員
は
、
５
人
以
内
と
し
、
市
長
が
委
嘱
す
る
。
 

３
 
委
員
会
の
委
員
の
任
期
は
、
４
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
 

４
 
補
欠
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。
 

５
 
前
３
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、委

員
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、規

則
で
定
め
る
。
 

（
熊
本
市
硝
酸
性
窒
素
対
策
検
討
委
員
会
の
設
置
）
 

第
３
１
条
 
硝
酸
性
窒
素
等
削
減
対
策
に
関
す
る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
た
め
、
熊
本
市
硝

酸
性
窒
素
対
策
検
討
委
員
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
委
員
会
」
と
い
う
。）

を
置
く
。
 

２
 
委
員
会
の
委
員
は
、
６
人
以
内
と
し
、
市
長
が
委
嘱
す
る
。
 

３
 
委
員
会
の
委
員
の
任
期
は
、
４
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
 

４
 
補
欠
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。
 

５
 
前
３
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、委

員
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、規

則
で
定
め
る
。
 
 

 
 (
熊
本
市
家
畜
排
せ
つ
物
適
正
処
理
検
討
委
員
会
の
設
置
) 

第
３
２
条
 
家
畜
排
せ
つ
物
適
正
処
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
た
め
、
熊
本
市
家
畜
排
せ

つ
物
適
性
処
理
検
討
委
員
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
委
員
会
」
と
い
う
。）

を
置
く
。
 

２
 
委
員
会
の
委
員
は
１
０
人
以
内
と
し
、
市
長
が
委
嘱
す
る
。
 

３
 
委
員
会
の
委
員
の
任
期
は
、
２
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
 

４
 
補
欠
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。
 

５
 
前
３
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、委

員
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、規

則
で
定
め
る
。
 

（
委
任
）
 

第
３
３
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。
 

 
 
 
第
７
章
 
罰
則
 

第
３
４
条
 
第
２
０
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、３

０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

第
３
５
条
 
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
３
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
 

(1
) 

第
２
１
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
 

 
(2
) 

第
２
５
条
第
６
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
 

(3
) 

第
２
６
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
求
め
ら
れ
て
、
こ
れ
を
拒
み
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者
 

第
３
６
条
 
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人

又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
前
２
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又

は
人
に
対
し
て
、
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。
 

 

附
 
則
 

 
（
施
行
期
日
）
 

１
 
こ
の
条
例
は
、
平
成

20
年

7
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

 
（
経
過
措
置
）
 

２
 
（
略
）
 

３
 
（
略
）
 

 
 
 
 
附
 
則
 

 
（
施
行
期
日
）
 

１
 
こ
の
条
例
は
、
平
成

25
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
４
項
の
規
定
は
、
公
布
の
 

 
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

（
経
過
措
置
）
 

２
 
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）

前
に
生
じ
た
事
由
で
あ
っ
て
こ
の
条
例
に
よ
 

 
る
改
正
前
の
熊
本
市
地
下
水
保
全
条
例
（
以
下
「
旧
条
例
」
と
い
う
。）

第
２
２
条
第
２
項
又
は
第
２
３
 

 
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
係
る
届
出
（
旧
条
例
第
２
 

 
２
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
あ
っ
て
は
、
地
下
水
利
用
管
理
者
の
変
更
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

 

 
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
 

３
  
（
略
）
 

４
 
（
略
）
 

５
  
（
略
）
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熊
本

市
地

下
水

保
全

条
例

施
行

規
則

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

全
面
改

正
 平

成
 
3
年

 
3
月

2
8
日

 規
則

第
4
5
号

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

全
面
改

正
 平

成
2
0
年

3
月

3
1
日

 規
則

第
4
2
号

 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 全

面
改

正
 平

成
25

年
3
月

2
9
日

 規
則

第
3
2
号

 

 
（
趣
旨
）
 

第
１
条
 
こ
の
規
則
は
、
熊
本
市
地
下
水
保
全
条
例
（
平
成
２
５
年
条
例
第
１
８
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
 

う
。）

の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

 
（
定
義
）
 

第
２
条
 
こ
の
規
則
に
お
い
て
「
井
戸
」
と
は
、
揚
水
設
備
（
動
力
を
用
い
て
地
下
水
を
採
取
す
る
た
め
の

設
備
で
、
揚
水
機
の
吐
出
口
の
断
面
積
（
吐
出
口
が
２
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の
断
面
積
の
合
計
を
い
う
。）

が
６
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
を
い
う
。）

を
備
え
た
井
戸
及
び
自
噴
井
戸
（
動
力
を
用
い
ず

に
地
下
水
を
採
取
す
る
井
戸
で
、
吐
出
口
の
断
面
積
が
１
９
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
を
い

う
。）

を
い
う
。
 

 
（
大
規
模
採
取
者
の
地
下
水
か
ん
養
対
策
）
 

第
３
条
 
条
例
第
１
４
条
第
１
項
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
一
の
年
度
に
お
け
る
地
下
水
採
取
量
（
同
一
敷

地
に
２
以
上
の
井
戸
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
下
水
採
取
量
を
合
計
し
た
量
と
す
る
。
以
下
同

じ
。）

が
３
０
，
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
者
（
専
ら
農
業
の
た
め
に
利
用
す
る
者
を
除
く
。）

と

す
る
。
 

２
 
条
例
第
１
４
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
地
下
水
の
か
ん
養
対
策
の
取
組
状
況
報
告
書
（
様
式

第
１
号
）
に
よ
り
、
前
年
度
の
取
組
の
状
況
に
係
る
報
告
に
つ
い
て
、
毎
年
４
月
３
０
日
ま
で
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
 
条
例
第
１
４
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
報
告
の
内
容
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

(1
) 

地
下
水
採
取
者
の
氏
名
又
は
名
称
 

(2
) 

井
戸
の
所
在
地
 

(3
) 

地
下
水
の
用
途
 

(4
) 

地
下
水
採
取
量
 

(5
) 

か
ん
養
対
策
の
取
組
の
状
況
 

(6
) 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の
 

 
（
大
規
模
採
取
者
の
節
水
対
策
）
 

第
４
条
 
条
例
第
１
８
条
第
１
項
の
節
水
計
画
は
、
節
水
計
画
書
(様

式
第
２
号
)に

よ
り
、
年
度
ご
と
に
作

成
し
、
当
該
年
度
の
４
月
３
０
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
条
例
第
１
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
節
水
計
画
の
実
施
状
況
報
告
書
（
様
式
第
３
号
）
に

よ
り
、
前
年
度
の
実
施
の
状
況
に
係
る
報
告
に
つ
い
て
、
毎
年
４
月
３
０
日
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

３
 
条
例
第
１
８
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
報
告
の
内
容
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

 
(1
) 

地
下
水
採
取
者
の
氏
名
又
は
名
称
 

(2
) 

井
戸
の
所
在
地
 

(3
) 

地
下
水
の
用
途
 

(4
) 

地
下
水
採
取
量
 

(5
) 

節
水
計
画
の
実
施
の
状
況
 

(6
) 

水
の
循
環
率
 

(7
) 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の
 

 
（
有
害
物
質
の
種
類
）
 

第
５
条
 
条
例
第
２
０
条
第
１
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
物
質
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

 
(1
) 

カ
ド
ミ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物
 

(2
) 

シ
ア
ン
化
合
物
 

(3
) 

有
機
り
ん
化
合
物
（
パ
ラ
チ
オ
ン
、
メ
チ
ル
パ
ラ
チ
オ
ン
、
メ
チ
ル
ジ
メ
ト
ン
及
び
Ｅ
Ｐ
Ｎ
 

 
に
限
る
。）

 

(4
) 

鉛
及
び
そ
の
化
合
物
 

(5
) 

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
 

(6
) 

ひ
素
及
び
そ
の
化
合
物
 

(7
) 

水
銀
及
び
そ
の
化
合
物
 

 
(8
) 

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
 

 
(9
) 

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
 

 
(1
0)
 
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
 

 
(1
1)
 
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
 

 
(1
2)
 
四
塩
化
炭
素
 

 
(1
3)
 
１
，
２
－
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
 

 
(1
4)
 
１
，
１
－
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
 

 
(1
5)
 
シ
ス
－
１
，
２
－
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
 

 
(1
6)
 
１
，
１
，
１
－
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
 

 
(1
7)
 
１
，
１
，
２
－
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
 

 
(1
8)
 
１
，
３
－
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン
 

 
(1
9)
 
チ
ウ
ラ
ム
 

 
(2
0)
 
シ
マ
ジ
ン
 

 
(2
1)
 
チ
オ
ベ
ン
カ
ル
ブ
 

 
(2
2)
 
ベ
ン
ゼ
ン
 

 
(2
3)
 
セ
レ
ン
及
び
そ
の
化
合
物
 

 
(2
4)
 
ほ
う
素
及
び
そ
の
化
合
物
 

 
(2
5)
 
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物
 

 
（
地
下
水
利
用
管
理
者
）
 

第
６
条
 
条
例
第
２
２
条
第
１
項
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
一
の
年
度
に
お
け
る
地
下
水
採
取
量
が
３
０
，

０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
者
（
専
ら
農
業
の
た
め
に
利
用
す
る
者
を
除
く
。）

と
す
る
。
 

２
 
地
下
水
利
用
管
理
者
の
職
務
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

(1
) 

地
下
水
採
取
量
の
把
握
 

(2
) 

地
下
水
の
節
水
、
利
用
の
合
理
化
及
び
利
用
方
法
の
改
善
 

(3
) 

市
が
行
う
地
下
水
保
全
対
策
へ
の
協
力
 

 
（
地
下
工
事
の
種
類
）
 

第
７
条
 
条
例
第
２
３
条
第
１
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
工
事
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

(1
) 

杭
打
ち
工
事
 

(2
) 

地
盤
改
良
工
事
 

(3
) 

前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、地

下
水
の
水
質
又
は
水
量
の
保
全
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

る
と
し
て
市
長
が
必
要
と
認
め
る
工
事
 

（
地
下
工
事
の
届
出
）
 

第
８
条
 
条
例
第
２
３
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
地
下
工
事
届
出
書
（
様
式
第
４
号
）
に
よ
り
地
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下
工
事
着
工
予
定
日
前
３
０
日
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
前
項
の
地
下
工
事
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
図
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(1
) 

工
事
の
場
所
を
明
ら
か
に
す
る
図
書
 

(2
) 

工
事
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
図
書
 

(3
) 

前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の
 

 
（
水
源
か
ら
の
距
離
）
 

第
９
条
 
条
例
第
２
４
条
の
規
則
で
定
め
る
距
離
は
、
井
戸
の
中
心
か
ら
お
お
む
ね
半
径
５
０
０
メ
ー
ト
ル

と
す
る
。
 

 
（
地
下
工
事
の
事
前
協
議
）
 

第
１
０
条
 
条
例
第
２
４
条
の
規
定
に
よ
る
協
議
は
、
水
源
地
周
辺
工
事
事
前
協
議
書
（
様
式
第
５
号
）
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
 

２
 
第
８
条
第
２
項
の
規
定
は
、
前
項
の
協
議
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
 

（
身
分
証
明
書
）
 

第
１
１
条
 
条
例
第
２
５
条
第
４
項
の
証
明
書
は
、
地
下
水
保
全
立
入
調
査
員
証
（
様
式
第
６
号
）
に
よ
る

も
の
と
す
る
。
 

 
（
公
表
）
 

第
１
２
条
 
条
例
第
２
７
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
公
報
に
登
載
し
て
行

う
ほ
か
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る
手
段
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
 

(1
) 

氏
名
及
び
住
所
（
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
 

(2
) 

条
例
第
２
７
条
第
１
項
第
１
号
、
第
２
号
又
は
第
４
号
に
あ
っ
て
は
、
作
成
、
提
 

 
出
等
に
係
る
義
務
を
履
行
し
な
い
事
実
 

(3
) 

条
例
第
２
７
条
第
１
項
第
３
号
又
は
第
５
号
に
あ
っ
て
は
、
命
令
若
し
く
は
指
導
の
内
 

 
容
又
は
当
該
命
令
若
し
く
は
指
導
に
従
わ
な
い
事
実
 

（
熊
本
市
地
下
水
浄
化
対
策
検
討
委
員
会
の
構
成
等
）
 

第
１
３
条
 
条
例
第
３
０
条
第
１
項
の
熊
本
市
地
下
水
浄
化
対
策
検
討
委
員
会
（
次
条
か
ら
第
１
６
条
ま
で

に
お
い
て
「
委
員
会
」
と
い
う
。）

の
委
員
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
１
５
条
ま
で
に
お
い
て
「
委
員
」
と
い

う
。）

は
、
地
下
水
が
汚
染
さ
れ
た
区
域
の
監
視
及
び
改
善
に
関
す
る
識
見
を
有
す
る
者
そ
の
他
市
長
が
適

当
と
認
め
る
者
の
う
ち
か
ら
、
市
長
が
委
嘱
す
る
。
 

２
 
委
員
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、
同
様
と
す
る
。
 

 
（
委
員
会
の
会
長
）
 

第
１
４
条
 
委
員
会
に
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て
定
め
る
。
 

２
 
会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
委
員
会
を
代
表
す
る
。
 

３
 
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
又
は
会
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
会
長
の
指
名
す
る
委
員
が
そ
の
職

務
を
代
理
す
る
。
 

 
（
委
員
会
の
会
議
）
 

第
１
５
条
 
委
員
会
の
会
議
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
会
議
」
と
い
う
。）

は
、
会
長
が
招
集
し
、
そ
の
議

長
と
な
る
。
 

２
 
会
議
は
、
委
員
の
半
数
以
上
の
者
の
出
席
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

３
 
会
長
は
、
会
議
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
委
員
以
外
の
者
に
対
し
、
会
議
へ
の
出
席

を
求
め
、
説
明
若
し
く
は
意
見
を
聴
き
、
又
は
必
要
な
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
（
委
員
会
の
庶
務
）
 

第
１
６
条
 
委
員
会
の
庶
務
は
、
環
境
保
全
局
環
境
保
全
部
水
保
全
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。
 

 
（
熊
本
市
硝
酸
性
窒
素
対
策
検
討
委
員
会
の
構
成
等
）
 

第
１
７
条
 
条
例
第
３
１
条
第
１
項
の
熊
本
市
硝
酸
性
窒
素
対
策
検
討
委
員
会
（
以
下
こ
の
「
委
員
会
」
と

い
う
。）

の
委
員
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
委
員
」
と
い
う
。）

は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
市

長
が
委
嘱
す
る
。
 

(1
) 

地
下
水
の
保
全
に
関
す
る
識
見
を
有
す
る
者
 

(2
) 

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
す
る
者
 

(3
) 

農
業
関
係
者
 

(4
) 

前
３
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
市
長
が
適
当
と
認
め
る
者
 

２
 
委
員
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、
同
様
と
す
る
。
 

 
（
熊
本
市
家
畜
排
せ
つ
物
適
正
処
理
検
討
委
員
会
の
構
成
等
）
 

第
１
８
条
 
条
例
第
３
２
条
第
１
項
の
熊
本
市
家
畜
排
せ
つ
物
適
正
処
理
検
討
委
員
会
の
委
員
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
委
員
」
と
い
う
。）

は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
市
長
が
委
嘱
す
る
。
 

 
(1
) 

地
下
水
の
保
全
に
関
す
る
識
見
を
有
す
る
者
 

(2
) 

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
す
る
者
 

(3
) 

農
業
関
係
者
 

(4
) 

前
３
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
市
長
が
適
当
と
認
め
る
者
 

２
 
委
員
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、
同
様
と
す
る
。
 

 
（
熊
本
市
地
下
水
浄
化
対
策
検
討
委
員
会
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）
 

第
１
９
条
 
第
１
４
条
か
ら
第
１
６
条
ま
で
の
規
定
は
、
熊
本
市
硝
酸
性
窒
素
対
策
検
討
委
員
会
及
び
熊
本

市
家
畜
排
せ
つ
物
適
正
処
理
検
討
委
員
会
の
会
長
、
会
議
及
び
庶
務
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
 

 
（
雑
則
）
 

第
２
０
条
 
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、こ

の
規
則
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、市

長
が
別
に
定
め
る
。
 

 

附
 
則
 

 
こ
の
規
則
は
、
平
成

20
年

7
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

 
 
 
附
 
則
 

 
こ
の
規
則
は
、
平
成

25
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
平
成

26
年

11
月

17
日
改
正
施
行
）
 

公
共
用
水
域
、
地
下
水
に
お
�
る
�
の
�
�
の
保
�
に
�
す
る
環
境
基
準
 

項
 
 
 
 
 
目
 

基
 
 
準
 
 
値
(※

1)
 

カ
ド
ミ
ウ
ム
 

全
シ
ア
ン
 

鉛
 

六
価
ク
ロ
ム
 

砒
素
 

総
水
銀
 

ア
ル
キ
ル
水
銀
 

Ｐ
Ｃ
Ｂ
 

ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
 

四
塩
化
炭
素
 

塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
 

1,
2-
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
 

1,
1-
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
 

1,
2-
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
 

シ
ス
-1
,2
-ジ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
 

1,
1,
1-
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
 

1,
1,
2-
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
 

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
 

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
 

1,
3-
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン
 

チ
ウ
ラ
ム
 

シ
マ
ジ
ン
 

チ
オ
ベ
ン
カ
ル
ブ
 

ベ
ン
ゼ
ン
 

セ
レ
ン
 

硝
酸
性
窒
素
及
び
亜
硝
酸
性
窒
素
 

ふ
っ
素
 

ほ
う
素
 

1,
4-
ジ
オ
キ
サ
ン
 

0.
00
3m
g/
L 
以
下
 

検
出
さ
れ
な
い
こ
と
（
※
2）

 

0.
01
mg
/L
 以

下
 

0.
05
mg
/L
 以

下
 

0.
01
mg
/L
 以

下
 

0.
00
05
mg
/L
 以

下
 

検
出
さ
れ
な
い
こ
と
（
※
2）

 

検
出
さ
れ
な
い
こ
と
（
※
2）

 

0.
02
mg
/L
 以

下
 

0.
00
2m
g/
L 
以
下
 

0.
00
2m
g/
L 
以
下
 
（
※
3）

 

0.
00
4m
g/
L 
以
下
 

0.
1m
g/
L 
以
下
 

0.
04
mg
/L
 以

下
 
 （

※
3）

 

0.
04
mg
/L
 以

下
  
 （

※
4）

 

1m
g/
L 
以
下
 

0.
00
6m
g/
L 
以
下
 

0.
01
mg
/L
 以

下
 

0.
01
mg
/L
 以

下
 

0.
00
2m
g/
L 
以
下
 

0.
00
6m
g/
L 
以
下
 

0.
00
3m
g/
L 
以
下
 

0.
02
mg
/L
 以

下
 

0.
01
mg
/L
 以

下
 

0.
01
mg
/L
 以

下
 

10
mg
/L
 以

下
 

0.
8m
g/
L 
以
下
 

1m
g/
L 
以
下
 

0.
05
mg
/L
 以

下
 

 ※
1 

基
準
値
は
、
測
定
結
果
の
年
間
平
均
値
と
す
る
。
た
だ
し
全
シ
ア
ン
に
つ
い
て
は
、
最
高
値
と
す
る
。 

※
2 

「
検
出
さ
れ
な
い
こ
と
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
測
定
方
法
に
お
い
て
そ
の
結
果
が
定
量
限
界
を
下
回
る

こ
と
を
い
う
。
 

（
シ
ア
ン
化
合
物
：
0.
1m
g/
L 
未
満
、
ア
ル
キ
ル
水
銀
化
合
物
及
び
Ｐ
Ｃ
Ｂ
：
0.
00
5m
g/
L 
未
満
）
 

※
3 

地
下
水
の
み
の
項
目
 

※
4 

公
共
用
水
域
の
み
の
項
目
 

 �
�
の
生
活

環
境
の
保
全
に
�
す
る
環
境
基
準
 

類
型
 

利
用
目
的
の
適
応
性
(
例
)

基
 
 
 
準
 
 
 
値
 

ｐ
Ｈ
 

Ｂ
Ｏ
Ｄ
 

(m
g/
L)
 

Ｓ
Ｓ
 

(m
g/
L)
 

Ｄ
Ｏ
 

(m
g/
L)
 

大
腸
菌
群
数
 

(M
PN
/1
00
mL
) 

Ａ
Ａ
 

自
然
探
勝
等
の
環
境
保
全
 

6.
5
以
上

8.
5
以
下

1
以
下
 

25
以
下
 

7.
5
以
上

50
以
下
 

Ａ
 

ヤ
マ
メ
、
イ
ワ
ナ
等
の
水
産
生

物
用
 

6.
5
以
上

8.
5
以
下

2
以
下
 

25
以
下
 

7.
5
以
上

1,
00
0
以
下
 

Ｂ
 

サ
ケ
科
魚
類
、
ア
ユ
等
の
水
産

生
物
用
 

6.
5
以
上

8.
5
以
下

3
以
下
 

25
以
下
 

５
以
上
 

5,
00
0
以
下
 

Ｃ
 

コ
イ
、
フ
ナ
等
の
水
産
生
物
用

6.
5
以
上

8.
5
以
下

5
以
下
 

50
以
下
 

５
以
上
 

－
 

Ｄ
 

農
業
用
水
 

6.
0
以
上

8.
5
以
下

8
以
下
 

10
0
以
下

２
以
上
 

－
 

Ｅ
 

国
民
の
日
常
生
活
（
沿
岸
の
散

歩
等
）
で
不
快
感
を
生
じ
な
い

限
度
 

6.
0
以
上

8.
5
以
下

10
以
下

ご
み
等
の
浮

遊
が
認
め
ら

れ
な
い
こ
と

２
以
上
 

－
 

（
基
準
値
：
日
間
平
均
値
）
 

 �
域
の
生
活
環
境
の
保
全
に
�
す
る
環
境
基
準
 

類
型
 

利
用
目
的
の
適
応
性
(
例
)

基
 
 
 
準
 
 
 
値
 

ｐ
Ｈ
 

Ｃ
Ｏ
Ｄ

(m
g/
L)

Ｄ
Ｏ
 

(m
g/
L)

大
腸
菌
群
数

(M
PN
/1
00
mL
)

n-
ﾍｷ
ｻﾝ
抽
出
物
 

(m
g/
L)
 

Ａ
 

マ
ダ
イ
、
ブ
リ
、
ワ
カ
メ

等
の
水
産
生
物
用
 

7.
8
以
上

8.
3
以
下

2
以
下
 

7.
5
以
上

1,
00
0
以
下

検
出

さ
れ

な
い
こ
と
 

Ｂ
 

ボ
ラ
、
ノ
リ
等
の
水
産
生

物
用
 

7.
8
以
上

8.
3
以
下

3
以
下
 

5
以
上
 

－
 

検
出

さ
れ

な
い
こ
と
 

Ｃ
 

国
民
の
日
常
生
活
（
沿
岸
 

の
散
歩
等
）
で
不
快
感
を

生
じ
な
い
限
度
 

7.
0
以
上

8.
3
以
下

8
以
下
 

2
以
上
 

－
 

 

（
基
準
値
：
日
間
平
均
値
）
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�
�
の
水
生

生
物
の
保
全
に
�
る
�
�
基
準
 

類
型
 

利
用

目
的

の
適

応
性
 

基
 
 
 
準
 
 
 
値
 

全
亜
鉛
 

(m
g/
L)
 

ｸﾛ
ﾛﾎ
ﾙﾑ

(m
g/
L)
 

ﾌｪ
ﾉｰ
ﾙ 

(m
g/
L)
 

ﾎﾙ
ﾑ 

ｱﾙ
ﾃﾞ
ﾋﾄ
ﾞ

(m
g/
L)
 

LA
S 

(m
g/
L)
 

生
物
Ａ
 

イ
ワ
ナ
、
サ
ケ
マ
ス
等

比
較

的
低

温
域

を
好

む
水

生
生

物
及

び
こ

れ
ら

の
餌

生
物

が
生

息
す
る
水
域
 

0.
03

以

下
 

0.
7
以
下

0.
05

以

下
 

1
以
下
 

0.
03

以

下
 

生
物
特
Ａ
 

生
物

Ａ
の

水
域

の
う

ち
、
生
物
Ａ
の
欄
に
掲

げ
る

水
生

生
物

の
産

卵
場
（
繁
殖
場
）
又
は

幼
稚

仔
の

生
育

場
と

し
て

特
に

保
全

が
必

要
な
水
域
 

0.
03

以

下
 

0.
00
6
以

下
 

0.
01

以

下
 

1
以
下
 

0.
02

以

下
 

生
物
Ｂ
 

コ
イ
、
フ
ナ
等
比
較
的

高
温

域
を

好
む

水
生

生
物

及
び

こ
れ

ら
の

餌
生

物
が

生
息

す
る

水
域
 

0.
03

以

下
 

3
以
下
 

0.
08

以

下
 

1
以
下
 

0.
05

以

下
 

生
物
特
Ｂ
 

生
物

Ａ
又

は
生

物
Ｂ

の
水
域
の
う
ち
、
生
物

Ｂ
の

欄
に

掲
げ

る
水

生
生
物
の
産
卵
場
（
繁

殖
場
）
又
は
幼
稚
仔
の

生
育

場
と

し
て

特
に

保
全
が
必
要
な
水
域
 

0.
03

以

下
 

3
以
下
 

0.
01

以

下
 

1
以
下
 

0.
04

以

下
 

（
基
準
値
：
日
間
平
均
値
）
 

 �
域
の
水
生

生
物
の
保
全
に
�
る
�
�
基
準
 

類
型
 

利
用

目
的

の
適

応
性
 

基
 
 
 
準
 
 
 
値
 

全
亜
鉛
 

(m
g/
L)
 

ｸﾛ
ﾛﾎ
ﾙﾑ

(m
g/
L)
 

ﾌｪ
ﾉｰ
ﾙ 

(m
g/
L)
 

ﾎﾙ
ﾑ 

ｱﾙ
ﾃﾞ
ﾋﾄ
ﾞ

(m
g/
L)
 

LA
S 

(m
g/
L)
 

生
物
Ａ
 

水
生

生
物

の
生

息
す

る
水
域
 

0.
02

以

下
 

0.
8
以
下

2
以
下
 

0.
3
以
下

0.
01

以

下
 

生
物
特
Ａ
 

生
物

A
の
水
域
の
う

ち
、
水
生
生
物
の
産
卵

場
(
繁

殖
場

)
又

は
幼

0.
01

以

下
 

0.
8
以
下

0.
2
以
下

0.
03

以

下
 

0.
00
6
以

下
 

稚
仔

の
生

育
場

と
し

て
特

に
保

全
が

必
要

な
水
域
 

（
基
準
値
：
日
間
平
均
値
）
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�
�
�

 

 

水
質

�
�

に
関

す
る

用
�

�
�

 

  �
 
人
の
健

康
の
保
護
に
関
す
る
環
境
基
準
 （

健
康
項

目
）
 

 
 
水
質
汚
濁
に
係
わ
る
環
境
基
準
の
う
ち
、
人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る
環
境
基
準
に
定
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
鉛
な
ど
重
金
属
５
項
目
、
ヒ
素
，
セ
レ
ン
の
非
鉄
金
属
２
項
目
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
、
ト
リ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
な
ど
有
機
塩
素
系
化
合
物
１
１
項
目
、
チ
ウ
ラ
ム
な
ど
農
薬
３
項
目
、
全
シ
ア
ン
、
ベ

ン
ゼ
ン
、
硝
酸
性
窒
素
及
び
亜
硝
酸
性
窒
素
、
ほ
う
素
、
ふ
っ
素
、
1,
4-
ジ
オ
キ
サ
ン
の
計
２
７
項
目
が

あ
り
ま
す
。こ

れ
ら
の
物
質
に
は
慢
性
あ
る
い
は
急
性
毒
性
が
あ
り
、人

の
健
康
を
阻
害
す
る
物
質
で
す
。
 

 
 
な
お
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
な
ど
の
有
機
塩
素
系
化
合
物
に
つ
い
て
は
、
地
中
に
浸
透
し
や
す
い
な

ど
の
特
性
か
ら
地
下
水
汚
染
の
原
因
物
質
と
し
て
懸
念
さ
れ
る
物
質
で
す
。
 

  �
 
 生

活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
 （

生
活
環

境
項
目
）
 

 
 
水
質
汚
濁
に
係
わ
る
環
境
基
準
の
う
ち
、
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
に
定
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
河
川
で
は
、
ｐ
Ｈ
・
Ｂ
Ｏ
Ｄ
・
Ｓ
Ｓ
・
Ｄ
Ｏ
・
大
腸
菌
群
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
海
域
で
は
、
ｐ

Ｈ
・
Ｃ
Ｏ
Ｄ
・
Ｄ
Ｏ
・
大
腸
菌
群
数
・
ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン
抽
出
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

  
・
水
素
イ
オ
ン
指
数
 （

ｐ
Ｈ
）
 

 
 
 
水
溶
液
中
の
水
素
イ
オ
ン
濃
度
を
示
し
、
ｐ
Ｈ
＝
－
lo
g［

Ｈ
＋
］
で
表
さ
れ
る
酸
・
ア
ル
カ
リ
性
の

指
標
で
す
。
温
泉
な
ど
の
特
殊
な
例
を
除
い
て
、
河
川
水
な
ど
は
ｐ
Ｈ
7
付
近
の
中
性
で
す
。
水
道
水

と
し
て
望
ま
し
い
水
質
は
ｐ
Ｈ
6.
5
か
ら

8.
5
ま
で
の
範
囲
で
す
。
 

 
・
溶
存
酸

素
 （

Ｄ
Ｏ
）
 

 
 
 
水
中
に
溶
け
て
い
る
酸
素
量
の
こ
と
で
、
水
の
浄
化
作
用
や
水
中
の
生
物
に
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

き
れ
い
な
水
ほ
ど
酸
素
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

 
・
生
物
化

学
的
酸
素
要
�
量
 （

Ｂ
Ｏ
Ｄ
）
 

 
 
 
河
川
水
の
中
や
海
水
中
の
有
機
物
等
の
汚
濁
物
質
を
微
生
物
が
分
解
す
る
と
き
に
必
要
と
す
る
酸
素

量
の
こ
と
で
す
。
こ
の
数
値
が
大
き
く
な
れ
ば
そ
の
水
の
中
に
は
汚
染
物
質
が
多
く
、
水
が
汚
れ
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
 

 
・
化
学
的

酸
素
要
�
量

 （
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）
 

 
 
 
河
川
水
の
中
や
海
水
中
の
有
機
物
等
の
汚
濁
物
質
を
化
学
的
に
酸
化
す
る
と
き
必
要
と
す
る
酸
素
量

の
こ
と
で
す
。
Ｂ
Ｏ
Ｄ
同
様
こ
の
数
値
が
大
き
く
な
れ
ば
、
そ
の
水
の
中
に
は
汚
染
物
質
が
多
く
、
水

が
汚
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
 

 
・
浮
遊
物

質
量

 （
Ｓ
Ｓ
）
 

 
 
 
水
中
に
浮
遊
し
て
い
る
粒
子
で
径
が

2m
m
以
下
の
も
の
を
い
い
ま
す
。
こ
の
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
水

中
に
浮
遊
物
質
が
多
く
水
が
汚
濁
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
 

 
・
大
腸
菌

群
数
 

 
 
 
大
腸
菌
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
人
間
や
家
畜
の
し
尿
な
ど
で
汚
染
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
示
す
も
の

で
す
。
単
位
と
し
て
例
え
ば

7.
8E
+0
04

を
用
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

10
0m
L
あ
た
り

78
,0
00
（
7.
8×

10
4 ）

の
大
腸
菌
が
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
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事 業 名 事 業 内 容 担 当 課 決算額 (千円)

地下水採取量調査 条例に基づく地下水採取量調査 2,614件

用途別水使用量調査    井戸掘削等の届出の遵守及び節水の指導

������
事 業 名 事 業 内 容 担 当 課 決算額 (千円)

くまもと環境フェア くまもと環境フェア2014において水環境ブースを設け、節水や水環境についての啓発 

  5/17・18　動植物園

節水啓発 年間を通して節水市民運動を展開する中で、特に７月と８月は夏季の節水重点期間として節水を

呼びかけた。

人通りの多い中心街や動植物園、各種おまつり等での節水イベントの開催及び

テレビ・ラジオ・情報誌等での広報啓発。

「わくわく節水キャンペーン」による節水の呼びかけも実施した。

わくわく節水倶楽部会報誌「sessui」配布。

節水ハンドブック配布。

啓発グッズ(コップ、シール、カレンダー等）配布。

節水器具普及 「夏季の節水重点期間」中に市庁舎及び各区役所、各総合出張所等において器具のサンプルを

展示。また、節水器具普及協力店(25店舗）による節水器具コーナー設置の協力。

節水コマの無料配布。

節水チャレンジ 小学生の地下水や節水に対する理解を深め、学校や家庭での節水を進めるための学習会を実施

小学校 するとともに節水コマ、節水レバーを設置。　（参加校：13校、受講者数：864人）

わくわく節水実践 市内の全小中学校が参加する「学校版環境ISOコンクール」の中で取り組まれる節水活動の実践

コンクール 部分を対象に表彰。 (参加者数：小学校7校、中学校19校)

出前講座 自治会・婦人会や学校等のグループを対象に、熊本の地下水に関することをテーマにした出前講座

を実施。 (回数：10回、受講人数：307人)

●テレビ番組

・「ナイトマガジン」（TKU)　7/4　放送

・「英太郎のかたらんね」（TKU)　8/4、3/10　放送

・「生活快増倶楽部」（KKT)　3/6　放送

●テレビCM

・「英太郎のかたらんね」（TKU)　7/7～3/16　毎週月曜15秒放送

・「テレビタミン」（KKT)　7/7～3/16　毎週月曜15秒放送

●ラジオ番組

・「とんでるワイド」（RKK)　7/21～7/25　放送

・「おはよう熊本市」（CFM)　4/4、4/11、4/18、5/16、6/20、6/27、7/18、9/5、9/12、10/13、10/17

11/14、11/21、12/19、1/16、1/23、2/13、2/20、3/20

マスメディア ●ラジオCM

・「とんでるワイド」（RKK)　7/11～3/18（計18回）放送　60秒CM

●紙面を使った広報

・「リビング新聞」7/5

・「クイッキング」6/25～1/25（計7回）

・「市政だより」

上江津湖散策の参加者を募集します(4月号）

花の水やりに雨水を利用しましょう(4月号）

「水源の森づくりボランティア育成講座」第５期生受講者募集(5月号）

第７回くまもと「水」検定３級試験(7月号）

夏季の節水重点期間について(7月号）

親子で楽しむ地下水学習バスツアー第１弾(7月号）

節水器具で手軽に節水(8月号）

くまもと「水」検定１・２級試験受付開始(9月号）

くまもとの水バスツアー＜水が育む食編＞(9月号）

くまもとの水バスツアー＜水の魅力編＞(10月号）

くまもとの水バスツアー＜水が育む食編＞(10月号）

熊本の地下水を守るため、節水市民運動にご協力をお願いします(10月号）

河川等への油流出事故を防ぎましょう！(12月号）

くまもとの水バスツアー＜春休み編＞(2月号）

パブリックコメント募集（第３次熊本市硝酸性窒素削減計画（素案）について）(3月号）

親子環境探検隊 小学生とその保護者を対象にした水辺の生物観察や森の働き等の体験学習の実施 69

  実施回数：  3件　　参加者数：　68名

環境教室 水環境をテーマにした環境教室の開催

実施回数：　8件　　参加者数：　79名

出前講座 生涯学習推進課や公民館・学校からの依頼による水環境をテーマにした出前講座の実施

  実施回数： 　9件    参加者数：　524名

市民環境科学ｾﾐﾅｰ    大人も対象に、水環境をテーマにしたセミナーの実施     　実施回数：　1件  参加者数：  4名 ━

「熊本市水道の森」 熊本市水道創設90周年事業として、林野庁の「法人の森制度」を活用し、水源かん養林の整備実施。 8,989

創設事業 水源かん養林面積：3.04ha

水道に関する知識の 地下水の大切さ、水道のしくみや役割等を施設見学・出前講座・イベント等の手法を用いて伝える

普及啓発事業 ことで、水道事業や水の有効利用等への理解と協力を促進する。

・水道施設見学（4,408名）　・水道バスツアー（180名）　・出前講座・水道学習教室等（2,087名） 20,943

・水道週間及び水の週間に伴う啓発事業（2,910名）　・節水コマの無料配布（3,950個）

・熊本市主催・協賛イベント等に伴う啓発事業（14,811名）　　　[運営：(公財)熊本市水道ｻｰﾋﾞｽ公社]

下水道に関する知識 下水道のしくみ役割等を施設見学・出前講座・イベント等の手法を用いて伝えることで、下水道事業

の普及啓発事業 や水質保全等への理解と協力を促進する。

・下水道施設見学（1,555名）　・バスツアー（103名）　・出前講座・下水道教室等（1,642名） 13,691

・下水道いろいろコンクール（674作品）　・下水道の日に伴う啓発（639名）

・熊本市主催イベント等に伴う啓発事業（6,179名）            　[運営：(公財)熊本市下水道技術ｾﾝﾀｰ]

水の科学館の運営 地下水、水道、下水道について関心を持っていただくための体験型学習施設。

・空の国～地下の国～大地の国～つながりの国（上下水道をバーチャル体験）～海の国

・くまもと水再発見　・水の実験室わくわく　・各種イベント 37,968

 年間来館者数　111,268名

                                                                  　[指定管理者：熊本市水の科学館運営共同企業体]

上下水道局広報業務 地下水・上水道・下水道に関する情報を提供し、上下水道事業への理解と協力を促進するとともに水に関する

委託 知識、水の有効利用や水質保全に関する啓発を図る。 8,699

・新聞、地域広報誌、テレビCM等のよる広報
白川中流域水田を活用 水道水源である地下水の保全のため、熊本市が実施する「白川中流域水田を活用したかん養事業」に参画し、

したかん養事業 事業費の一部を負担。 20,573

推定かん養量595万㎥

健軍水源地一般開放 「水の週間」を契機に水資源の貴重さやライフラインの重要性に関する市民の理解と関心を高めるとともに、

健軍水源地の見学を通して、本市の安心・安全な水道事業及び地下水100％の水道水についてPRを行う。 998

・来場者184名

くまもと地下水財団へ 水道水源である地下水を保全するため、また熊本地域における地下水保全に向けた取組みの連携強化のため

の参画 に、くまもと地下水財団の活動に参画している。 24,441

―

全 庁 的  な 水 保 全 対 策 事 業 実 績 一 覧

水保全課

━

━

上下水道局
経営企画課

－

水保全課

4,122

━

10,202

広報課

上下水道局
経営企画課

環境総合センター

上下水道局
経営企画課
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事 業 名 事 業 内 容 担 当 課 決算額 (千円)

地下水採取量調査 条例に基づく地下水採取量調査 2,614件

用途別水使用量調査    井戸掘削等の届出の遵守及び節水の指導

������
事 業 名 事 業 内 容 担 当 課 決算額 (千円)

くまもと環境フェア くまもと環境フェア2014において水環境ブースを設け、節水や水環境についての啓発 

  5/17・18　動植物園

節水啓発 年間を通して節水市民運動を展開する中で、特に７月と８月は夏季の節水重点期間として節水を

呼びかけた。

人通りの多い中心街や動植物園、各種おまつり等での節水イベントの開催及び

テレビ・ラジオ・情報誌等での広報啓発。

「わくわく節水キャンペーン」による節水の呼びかけも実施した。

わくわく節水倶楽部会報誌「sessui」配布。

節水ハンドブック配布。

啓発グッズ(コップ、シール、カレンダー等）配布。

節水器具普及 「夏季の節水重点期間」中に市庁舎及び各区役所、各総合出張所等において器具のサンプルを

展示。また、節水器具普及協力店(25店舗）による節水器具コーナー設置の協力。

節水コマの無料配布。

節水チャレンジ 小学生の地下水や節水に対する理解を深め、学校や家庭での節水を進めるための学習会を実施

小学校 するとともに節水コマ、節水レバーを設置。　（参加校：13校、受講者数：864人）

わくわく節水実践 市内の全小中学校が参加する「学校版環境ISOコンクール」の中で取り組まれる節水活動の実践

コンクール 部分を対象に表彰。 (参加者数：小学校7校、中学校19校)

出前講座 自治会・婦人会や学校等のグループを対象に、熊本の地下水に関することをテーマにした出前講座

を実施。 (回数：10回、受講人数：307人)

●テレビ番組

・「ナイトマガジン」（TKU)　7/4　放送

・「英太郎のかたらんね」（TKU)　8/4、3/10　放送

・「生活快増倶楽部」（KKT)　3/6　放送

●テレビCM

・「英太郎のかたらんね」（TKU)　7/7～3/16　毎週月曜15秒放送

・「テレビタミン」（KKT)　7/7～3/16　毎週月曜15秒放送

●ラジオ番組

・「とんでるワイド」（RKK)　7/21～7/25　放送

・「おはよう熊本市」（CFM)　4/4、4/11、4/18、5/16、6/20、6/27、7/18、9/5、9/12、10/13、10/17

11/14、11/21、12/19、1/16、1/23、2/13、2/20、3/20

マスメディア ●ラジオCM

・「とんでるワイド」（RKK)　7/11～3/18（計18回）放送　60秒CM

●紙面を使った広報

・「リビング新聞」7/5

・「クイッキング」6/25～1/25（計7回）

・「市政だより」

上江津湖散策の参加者を募集します(4月号）

花の水やりに雨水を利用しましょう(4月号）

「水源の森づくりボランティア育成講座」第５期生受講者募集(5月号）

第７回くまもと「水」検定３級試験(7月号）

夏季の節水重点期間について(7月号）

親子で楽しむ地下水学習バスツアー第１弾(7月号）

節水器具で手軽に節水(8月号）

くまもと「水」検定１・２級試験受付開始(9月号）

くまもとの水バスツアー＜水が育む食編＞(9月号）

くまもとの水バスツアー＜水の魅力編＞(10月号）

くまもとの水バスツアー＜水が育む食編＞(10月号）

熊本の地下水を守るため、節水市民運動にご協力をお願いします(10月号）

河川等への油流出事故を防ぎましょう！(12月号）

くまもとの水バスツアー＜春休み編＞(2月号）

パブリックコメント募集（第３次熊本市硝酸性窒素削減計画（素案）について）(3月号）

親子環境探検隊 小学生とその保護者を対象にした水辺の生物観察や森の働き等の体験学習の実施 69

  実施回数：  3件　　参加者数：　68名

環境教室 水環境をテーマにした環境教室の開催

実施回数：　8件　　参加者数：　79名

出前講座 生涯学習推進課や公民館・学校からの依頼による水環境をテーマにした出前講座の実施

  実施回数： 　9件    参加者数：　524名

市民環境科学ｾﾐﾅｰ    大人も対象に、水環境をテーマにしたセミナーの実施     　実施回数：　1件  参加者数：  4名 ━

「熊本市水道の森」 熊本市水道創設90周年事業として、林野庁の「法人の森制度」を活用し、水源かん養林の整備実施。 8,989

創設事業 水源かん養林面積：3.04ha

水道に関する知識の 地下水の大切さ、水道のしくみや役割等を施設見学・出前講座・イベント等の手法を用いて伝える

普及啓発事業 ことで、水道事業や水の有効利用等への理解と協力を促進する。

・水道施設見学（4,408名）　・水道バスツアー（180名）　・出前講座・水道学習教室等（2,087名） 20,943

・水道週間及び水の週間に伴う啓発事業（2,910名）　・節水コマの無料配布（3,950個）

・熊本市主催・協賛イベント等に伴う啓発事業（14,811名）　　　[運営：(公財)熊本市水道ｻｰﾋﾞｽ公社]

下水道に関する知識 下水道のしくみ役割等を施設見学・出前講座・イベント等の手法を用いて伝えることで、下水道事業

の普及啓発事業 や水質保全等への理解と協力を促進する。

・下水道施設見学（1,555名）　・バスツアー（103名）　・出前講座・下水道教室等（1,642名） 13,691

・下水道いろいろコンクール（674作品）　・下水道の日に伴う啓発（639名）

・熊本市主催イベント等に伴う啓発事業（6,179名）            　[運営：(公財)熊本市下水道技術ｾﾝﾀｰ]

水の科学館の運営 地下水、水道、下水道について関心を持っていただくための体験型学習施設。

・空の国～地下の国～大地の国～つながりの国（上下水道をバーチャル体験）～海の国

・くまもと水再発見　・水の実験室わくわく　・各種イベント 37,968

 年間来館者数　111,268名

                                                                  　[指定管理者：熊本市水の科学館運営共同企業体]

上下水道局広報業務 地下水・上水道・下水道に関する情報を提供し、上下水道事業への理解と協力を促進するとともに水に関する

委託 知識、水の有効利用や水質保全に関する啓発を図る。 8,699

・新聞、地域広報誌、テレビCM等のよる広報
白川中流域水田を活用 水道水源である地下水の保全のため、熊本市が実施する「白川中流域水田を活用したかん養事業」に参画し、

したかん養事業 事業費の一部を負担。 20,573

推定かん養量595万㎥

健軍水源地一般開放 「水の週間」を契機に水資源の貴重さやライフラインの重要性に関する市民の理解と関心を高めるとともに、

健軍水源地の見学を通して、本市の安心・安全な水道事業及び地下水100％の水道水についてPRを行う。 998

・来場者184名

くまもと地下水財団へ 水道水源である地下水を保全するため、また熊本地域における地下水保全に向けた取組みの連携強化のため

の参画 に、くまもと地下水財団の活動に参画している。 24,441

―

全 庁 的  な 水 保 全 対 策 事 業 実 績 一 覧

水保全課

━

━

上下水道局
経営企画課

－

水保全課

4,122

━

10,202

広報課

上下水道局
経営企画課

環境総合センター

上下水道局
経営企画課

事 業 名 事 業 内 容 担 当 課 決算額 (千円)

熊本市中小企業 熊本市中小企業融資制度の中の１制度である、「熊本市中小企業地下水使用合理化設備資金」 は

地下水使用合理化 融資要件を満たす市内中小企業者が地下水使用の合理化を図る施設・設備の設置や改善等を 産業政策課 ━

設備資金 要する資金の円滑な融資を図ることを目的としている。

事 業 名 事 業 内 容 担 当 課 決算額 (千円)

雨水貯留施設設置 不用になった浄化槽を雨水貯留槽に転用、又は新たに雨水貯留タンクを設置し雨水の有効利用を

図る者へ補助金を交付。 1,029

 雨水貯留槽：3基（累計：240基）　　雨水貯留タンク：28基（累計：630基） 水保全課

雨水利用推進 地下水についての学習教材に活用するため、雨水貯留タンクを市内の全市立小中学校に設置（平成15～22年度）

新設校（田迎西小学校）1校に設置（平成25年度）

雨水利用設備 雨水を利用したろ過タンクを設置

・トイレの洗浄水・植物への散水に利用

雨水の利用  雨水を利用した中水道システムを設置し、トイレの洗浄水に利用　　      環境総合

 雨水利用率： 99.7％      センター

トイレ・散水等への トイレ・散水等への雨水利用 文化振興課

雨水利用 　 （熊本市現代 ━

     美術館）

中水道システム 雨水を利用した中水道システムを設置し、トイレの洗浄用に利用

 74

中水道システム 雨水を利用した中水ろ過装置し、トイレの洗浄水、花壇への散水に利用 西区役所

総務企画課

雨水利用中水道シス 熊本市水の科学館に雨水を利用した中水道システムを設置し、トイレの洗浄水や中池・外池の水

テム 等に利用している。 上下水道局

 雨水利用率100％ 経営企画課

                                                                 　[指定管理者：熊本市水の科学館運営共同企業体]

雨水の利用 雨水を利用した中水道システムを設置し、トイレの洗浄水･清掃用水、樹木、花壇の散水に利用。 上下水道局

中水道システム 平成26年度の雨水利用量は341㎥、利用率は97.4％（多雨）であった。 西部上下 ━

 水道ｾﾝﾀｰ

浄化センター処理 平成26年度実績

水の活用 石塘堰土地改良区へ継続供給 （ 7,074,992㎥／年 ）

西部3団体への供給  （717,366㎥／年）

浄化センター内での 浄化センターでの処理水の各種活用（ポンプ場、沈砂洗浄、消泡用水等） 上下水道局

処理水活用 中部浄化ｾﾝﾀｰ  　1,407,988㎥／年 計画調整課

東部浄化ｾﾝﾀｰ　  1,096,778㎥／年

南部浄化ｾﾝﾀｰ   　   59,646㎥／年

西部浄化ｾﾝﾀｰ　    117,817㎥／年

城南町浄化ｾﾝﾀｰ     10,153㎥／年

事 業 名 事 業 内 容 担 当 課 決算額 (千円)

地下水監視 平成17年度に地下水位監視システムを更新し、熊本市内33本の観測井を管理している。

また、観測井30本に情報処理装置を設置し、地下水位情報をリアルタイムで管理している。

地盤沈下観測 西部地区を中心に、昭和54年度より1級水準観測を開始し、沈下量の沈静化傾向が見られた

平成18年度を以て終了した。

調査研究 環境基準未設定化学物質（農薬等）の分析法の検討 2,089

地下水質調査 地下水の水質検査

  ・ 水質汚濁防止法に基づく水質検査

　・ 地下水汚染の未然防止を目的とした要監視項目等の実態調査 2,949

  ・ 浄化対策に係る水質調査      環境総合

　・ 廃棄物埋立地浸出水及び周辺環境調査      センター

公共用水域等水質 公共用水域等の水質調査

調査   ・ 河川水、工場・事業場排水等、関係課からの依頼に基づく検査 2,906

  ・ 公共用水域等監視に係る水質検査

  ・ 廃棄物埋立地浸出水及び周辺環境調査

地下水位観測井54箇所の地下水位及び地盤沈下計5箇所の観測を実施 上下水道局 6,226

水運用課

水保全課

━

━

━

地下水及び地盤沈下
観測業務委託

━

6,377

五福まちづくり
交流室

106

━

医療政策課 ━

━
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6　地下水のかん養
事 業 名 事 業 内 容 担 当 課 決算額 (千円)

水源かん養林 平成26年度からの水源かん養林整備5カ年計画では、白川の水源地域である上流域の南阿蘇

整備 村所有原野において約22ヘクタールの広葉樹造林を実施。また、地下水かん養区域内の大津

町所有原野において約13ヘクタール、西原村所有原野においては約41ヘクタールの広葉樹造

051,37揮発な度高の能機養んか源水、し林造を」林養んか源水「のルータクヘ67約計合、し施実を林 

 を図る。

 平成26年度実績

　・下刈 　124.37 ha      ・間伐 　18.10 ha      ・新植  12.87 ha

  ・作業道補修　　3,818 m

555,1。付交を金助補置設設施のめたるせさ透浸に下地、し制抑を出流の雨たっ降にスウハルーニビスウハルーニビ

雨水浸透施設補助  平成26年度実績 ： 16基　　 累計 ： 783基 

白川中流域かん養 白川中流域の水田を活用した地下水かん養事業

推進  平成26年度実績 45,765

  ・協力農家数　401戸　　　  　　　   ・1ヶ月述べ面積　 441 ha･月

 　・推計かん養量　1,324 万㎥　　 　　　・助成金額　　45,720 千円

公共地緑化経費 小・中学校、公共施設等の植栽及び補植等の実施 31,534

街路花壇への花苗植栽及び管理、公共施設・自治会等への花苗配布の実績

民有地緑化支援 家庭緑化

経費 　・記念樹配布、家庭の森づくり補助、緑の街並みづくり補助の実施 4,662

工場・事業所緑化

　・開発等における緑化協議、事業所の森づくり補助の実施

金峰山等森林管理 造林地の適正な管理を行うため、下刈り・保育間伐・枝打ち等を実施 11,212

経費

流出抑制施設指導 開発許可を要する計画について雨水浸透桝の設置を指導

　（雨水浸透マンホール ： 211基）

雨水浸透桝設置 雨水流出抑制及び地下水涵養のため、雨水浸透枡の設置者に補助金を交付し、設置の促進を図る。 4,313

助成事業  平成26年度実績 ： 申請数127件　 292基の設置補助

雨水浸透層 池田2丁目東公園トイレ新築工事 81

雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透層　1箇所）

雨水浸透層 武蔵ヶ丘西公園トイレ新築工事

雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透層　1箇所） 81

雨水浸透枡 武蔵小学校児童育成クラブ新築その他工事

雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　4箇所） 140

雨水浸透枡 千原台高等学校部屋その他増築工事

雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　6箇所） 182

雨水浸透枡 城南総合スポーツセンター体育館新築その他工事 896

雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　42箇所）

雨水浸透枡 託麻北小学校児童育成クラブ新築その他工事

雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　6箇所） 210

第78分団消防機械倉庫新築工事

①透水性舗装 ①透水性アスファルト舗装の実施（透水性アスファルト舗装86.8㎡） ①477

②雨水浸透枡 ②雨水流出抑制及び地下水かん養のため（雨水浸透枡　2箇所） ②42

雨水浸透枡 5号街区公園トイレ新築工事

雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　1箇所） 81

雨水浸透枡 高平年神公園トイレ新築工事

 雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　1箇所） 81

雨水浸透層 浜口公園トイレ新築工事

 雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透層　1箇所） 81

雨水浸透層 新田原坂資料館新築その他工事

 雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透層　1箇所） 35

（仮称）熊本市桜木東地域コミュニティセンター建設工事

① 透水性舗装 ①透水性アスファルト舗装の実施（透水性アスファルト舗装　95.5㎡） ①525

② 雨水浸透枡 ②雨水流出抑制及び地下水かん養のため（雨水浸透枡　10箇所） ②210

（仮称）熊本市田迎地域コミュニティセンター増築及び改修工事

①透水性舗装 ①透水性アスファルト舗装の実施（透水性アスファルト舗装　230㎡） ①1,265

②雨水浸透枡 ②雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　4箇所） ②140

都市計画事業　南部浄化センター脱水汚泥貯留施設増設建築工事（69工区）

①透水性舗装 ①透水性アスファルト舗装の実施（透水性アスファルト舗装　197㎡） ①1,083

②雨水浸透枡 ②雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　2箇所） ②70

雨水浸透枡 田原スポーツ公園トイレ新築その他工事

 雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　2箇所） 70

（仮称）熊本市杉上地域コミュニティセンター建設工事

① 透水性舗装 ①透水性アスファルト舗装の実施（透水性アスファルト舗装　121㎡） ①665

② 雨水浸透層 ②雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　12箇所） ②420

雨水浸透枡 壺川小学校水泳プール築造工事

雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　5箇所） 175

雨水浸透枡 三賢堂屋根その他改修及び屋外トイレ新築工事

 雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　2箇所） 70

植木公民館大和分館改修工事

①透水性舗装 ①透水性アスファルト舗装の実施（透水性アスファルト舗装　329㎡） ①1,809

②雨水浸透枡 ②雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　1箇所） ②35

東部土木センター移転増築工事

①透水性舗装 ①透水性アスファルト舗装の実施（透水性アスファルト舗装　362㎡） ①1,991

②雨水浸透枡 ②雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　24箇所） ②840

透水性アスファルト舗装の実施

透水性舗装 楠団地第3期21号棟建築工事 住宅課 7,910

透水性アスファルト舗装面積：2,130㎡

白川中流域水田を 水道水源である地下水の保全のため、熊本市が実施する｢白川中流域水田を活用したかん養事業｣

活用したかん養事業 に参画し、事業費の一部を負担。 20,573

推定かん養量  595万㎥

━

水保全課

環境共生課

開発景観課

河川課

営繕課

上下水道局
経営企画課
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6　地下水のかん養
事 業 名 事 業 内 容 担 当 課 決算額 (千円)

水源かん養林 平成26年度からの水源かん養林整備5カ年計画では、白川の水源地域である上流域の南阿蘇

整備 村所有原野において約22ヘクタールの広葉樹造林を実施。また、地下水かん養区域内の大津

町所有原野において約13ヘクタール、西原村所有原野においては約41ヘクタールの広葉樹造

051,37揮発な度高の能機養んか源水、し林造を」林養んか源水「のルータクヘ67約計合、し施実を林 

 を図る。

 平成26年度実績

　・下刈 　124.37 ha      ・間伐 　18.10 ha      ・新植  12.87 ha

  ・作業道補修　　3,818 m

555,1。付交を金助補置設設施のめたるせさ透浸に下地、し制抑を出流の雨たっ降にスウハルーニビスウハルーニビ

雨水浸透施設補助  平成26年度実績 ： 16基　　 累計 ： 783基 

白川中流域かん養 白川中流域の水田を活用した地下水かん養事業

推進  平成26年度実績 45,765

  ・協力農家数　401戸　　　  　　　   ・1ヶ月述べ面積　 441 ha･月

 　・推計かん養量　1,324 万㎥　　 　　　・助成金額　　45,720 千円

公共地緑化経費 小・中学校、公共施設等の植栽及び補植等の実施 31,534

街路花壇への花苗植栽及び管理、公共施設・自治会等への花苗配布の実績

民有地緑化支援 家庭緑化

経費 　・記念樹配布、家庭の森づくり補助、緑の街並みづくり補助の実施 4,662

工場・事業所緑化

　・開発等における緑化協議、事業所の森づくり補助の実施

金峰山等森林管理 造林地の適正な管理を行うため、下刈り・保育間伐・枝打ち等を実施 11,212

経費

流出抑制施設指導 開発許可を要する計画について雨水浸透桝の設置を指導

　（雨水浸透マンホール ： 211基）

雨水浸透桝設置 雨水流出抑制及び地下水涵養のため、雨水浸透枡の設置者に補助金を交付し、設置の促進を図る。 4,313

助成事業  平成26年度実績 ： 申請数127件　 292基の設置補助

雨水浸透層 池田2丁目東公園トイレ新築工事 81

雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透層　1箇所）

雨水浸透層 武蔵ヶ丘西公園トイレ新築工事

雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透層　1箇所） 81

雨水浸透枡 武蔵小学校児童育成クラブ新築その他工事

雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　4箇所） 140

雨水浸透枡 千原台高等学校部屋その他増築工事

雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　6箇所） 182

雨水浸透枡 城南総合スポーツセンター体育館新築その他工事 896

雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　42箇所）

雨水浸透枡 託麻北小学校児童育成クラブ新築その他工事

雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　6箇所） 210

第78分団消防機械倉庫新築工事

①透水性舗装 ①透水性アスファルト舗装の実施（透水性アスファルト舗装86.8㎡） ①477

②雨水浸透枡 ②雨水流出抑制及び地下水かん養のため（雨水浸透枡　2箇所） ②42

雨水浸透枡 5号街区公園トイレ新築工事

雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　1箇所） 81

雨水浸透枡 高平年神公園トイレ新築工事

 雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　1箇所） 81

雨水浸透層 浜口公園トイレ新築工事

 雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透層　1箇所） 81

雨水浸透層 新田原坂資料館新築その他工事

 雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透層　1箇所） 35

（仮称）熊本市桜木東地域コミュニティセンター建設工事

① 透水性舗装 ①透水性アスファルト舗装の実施（透水性アスファルト舗装　95.5㎡） ①525

② 雨水浸透枡 ②雨水流出抑制及び地下水かん養のため（雨水浸透枡　10箇所） ②210

（仮称）熊本市田迎地域コミュニティセンター増築及び改修工事

①透水性舗装 ①透水性アスファルト舗装の実施（透水性アスファルト舗装　230㎡） ①1,265

②雨水浸透枡 ②雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　4箇所） ②140

都市計画事業　南部浄化センター脱水汚泥貯留施設増設建築工事（69工区）

①透水性舗装 ①透水性アスファルト舗装の実施（透水性アスファルト舗装　197㎡） ①1,083

②雨水浸透枡 ②雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　2箇所） ②70

雨水浸透枡 田原スポーツ公園トイレ新築その他工事

 雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　2箇所） 70

（仮称）熊本市杉上地域コミュニティセンター建設工事

① 透水性舗装 ①透水性アスファルト舗装の実施（透水性アスファルト舗装　121㎡） ①665

② 雨水浸透層 ②雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　12箇所） ②420

雨水浸透枡 壺川小学校水泳プール築造工事

雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　5箇所） 175

雨水浸透枡 三賢堂屋根その他改修及び屋外トイレ新築工事

 雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　2箇所） 70

植木公民館大和分館改修工事

①透水性舗装 ①透水性アスファルト舗装の実施（透水性アスファルト舗装　329㎡） ①1,809

②雨水浸透枡 ②雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　1箇所） ②35

東部土木センター移転増築工事

①透水性舗装 ①透水性アスファルト舗装の実施（透水性アスファルト舗装　362㎡） ①1,991

②雨水浸透枡 ②雨水流出抑制及び地下水かん養のため設置（雨水浸透枡　24箇所） ②840

透水性アスファルト舗装の実施

透水性舗装 楠団地第3期21号棟建築工事 住宅課 7,910

透水性アスファルト舗装面積：2,130㎡

白川中流域水田を 水道水源である地下水の保全のため、熊本市が実施する｢白川中流域水田を活用したかん養事業｣

活用したかん養事業 に参画し、事業費の一部を負担。 20,573

推定かん養量  595万㎥

━

水保全課

環境共生課

開発景観課

河川課

営繕課

上下水道局
経営企画課

事 業 名 事 業 内 容 担 当 課 決算額 (千円)

地下水質監視 水質汚濁防止法に基づく地下水の水質監視 1,969

公共用水域水質 水質汚濁防止法に基づく河川・海域の水質監視

監視

化学物質汚染調査 ダイオキシン類の環境濃度調査

・ダイオキシン類対策特別措置法に基づく公共用水域（河川・海域）の水質・底質、地下水質及び

土壌中のダイオキシン類濃度の測定

・環境ホルモンの環境濃度調査

　公共用水域（河川）の環境ホルモン濃度の測定

地下水浄化対策 揮発性有機化合物等による地下水汚染が現存している11地区において、汚染の原因や濃度などに

応じて、汚染原因者又は行政による浄化や監視などの対策を実施 1,884

硝酸性窒素削減 熊本市硝酸性窒素対策検討委員会及び熊本市家畜排せつ物適正処理検討委員会の開催や、

対策 市東部地域における家畜排せつ物処理施設整備に関する測量調査・地質調査

水質汚濁規制 水質汚濁防止法、熊本県地下水保全条例、熊本県生活環境の保全等に関する条例対象

事業場への立入検査及び指導。 600

公共用水域での水質事故等への緊急対応、啓発活動での未然防止

地下水質調査  地下水の水質検査  

 ・ 水質汚濁防止法に基づく水質検査

 ・ 地下水汚染の未然防止を目的とした要監視項目等の実態調査 2,949

 ・ 浄化対策に係る水質調査

 ・ 廃棄物埋立地浸出水及び周辺環境調査

公共用水域等  公共用水域等の水質調査

水質調査  ・ 河川水、海水、工場・事業場排水等、関係課からの依頼に基づく検査

 ・ 公共用水域等監視に係る水質検査 2,906

 ・ 廃棄物埋立地浸出水及び周辺環境調査

合併処理浄化槽 下水道事業計画区域外において、小型合併処理浄化槽を設置する市民に対し、補助金を交付し、

整備費事業 生活排水の適正な処理を推進する。 浄化対策課 115,374

　(H26年度実績：235基)

環境保全対策   エコファーマー認定の推進など持続性の高い農業生産方式の導入支援

第２次硝酸性窒素削減計画の推進

環境保全型農業 有機農業や減化学肥料栽培の実践に対する補助（国庫補助事業）

直接支援対策事業

漁業技術指導経費 環境に配慮した海苔加工の指導。

海苔加工排水の適正な処理指導。 －

※各漁協で行われる｢のり反省会｣等の機会を通じて、普及・啓発

公共下水道 下水道整備により、河川への雑配水等の流入を防止するとともに、汚水の地下への浸透による地下水汚染の

防止を図る。

 (平成26年度末現在)

　処理面積　　11,374ha

　処理人口　　645,030人

　普及率　　    　87.9％

事 業 名 事 業 内 容 担 当 課 決算額 (千円)

広域水保全体制 広域的な地下水保全に取り組むため、平成24年4月に設立された 「公益財団法人 くまもと地下水

運営 財団」への本市負担金。

くまもと地下水財団 水道水源である地下水を保全するため、また熊本地域における地下水保全に向けた取組みの 上下水道局

への参画 連携強化のために、くまもと地下水財団の活動に参画している。 経営企画課

事 業 名 事 業 内 容 担 当 課 決算額 (千円)

くまもと くまもと「水」検定

水ブランド事業 熊本水遺産制度

くまもと「水守」 登録制度

熊本の水バスツアー実施

くまもとウォーターライフホームページ管理運営（英語版コンテンツ追加）

パンフレット（英語版）等製作

熊本水遺産映像資料「くまもと水紀行」ショートムービー作成

2,358

水保全課 8,732

━

24,441

1,780

水保全課 9,553

9,154,099計画調整課

環境総合
センター

2,117

水保全課

水産振興
センター

農商工連携推進課
各区農業振興課

14,270
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32

.5
 
2,

15
4.

5 

平
年
比
％
 

4.
2

47
.4

36
.6

45
.9

64
.2

22
9.

3
63

.1
22

1.
6

44
.3

13
4.

8
10

9.
8

60
.6

 
10

8.
5 

平
成
24

年
 

25
.5

12
9.

0
20

0.
0

99
.0

59
.0

69
8.

5
48

8.
5

14
2.

5
11

1.
0

97
.0

70
.5

89
.0

 
2,

20
9.

5 

平
年
比
％
 

42
.4

15
4.

9
14

5.
0

67
.9

30
.2

17
2.

5
12

1.
9

82
.1

65
.1

12
0.

2
87

.5
16

6.
0 

11
1.

3 

平
成
25

年
 

45
.0

16
6.

5
11

0.
0

16
4.

0
53

.5
30

8.
0

11
8.

5
57

1.
0

19
9.

0
10

9.
0

80
.0

50
.5

 
1,

97
5.

0 

平
年
比
％
 

74
.9

19
9.

9
79

.8
11

2.
4

27
.4

76
.1

29
.6

32
9.

1
11

6.
8

13
7.

3
99

.3
94

.2
 

99
.5

 

平
成
26

年
 

36
.0

12
0.

5
13

0.
0

69
.0

13
5.

0
25

8.
5

35
8.

0
21

3.
0

10
7.

0
14

2.
0

62
.5

62
.5

 
1,

69
4.

0 

平
年
比
％
 

59
.9

14
4.

7
94

.3
47

.3
69

.1
63

.8
89

.3
12

2.
8

62
.8

17
8.

8
77

.5
11

6.
6 

85
.3

 

平
年
値
 

60
.1

83
.3

13
7.

9
14

5.
9

19
5.

5
40

4.
9

40
0.

8
17

3.
5

17
0.

4
79

.4
80

.6
53

.6
 
1,

98
5.

8 

  （
参
考
）
昭
和

55
年
か
ら
平
成

2
年
ま
で
の
年
間
降
水
量
 

年
 
 
次
 

S.
55

S.
56

S.
57

S.
58

S.
59

S.
60

S.
61

S.
62

S.
63

H.
01
 

H.
02
 

年
間
降
水

2,
76

3.
0

1,
79

9.
0

2,
28

4.
5

1,
71

6.
0

1,
72

4.
5

2,
12

1.
0

1,
79

9.
5

2,
75

2.
5

2,
20

4.
0

2,
10

4.
5 

1,
95

2.
5 

対
平
年
値

13
9.

1
90

.6
11

5.
0

86
.4

86
.8

10
6.

8
90

.6
13

8.
6

11
1.

0
10

6.
0 

98
.3

 

注
：
平
年
値
と
は

19
81

年
か
ら

20
10

年
ま
で
の

30
年
間
の
年
間
降
水
量
の
平
均
で
す
。
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雨
水

利
用

施
設

の
設

置
例

集
水

屋
根

面
積

雨
水

貯
水

槽
集

水
屋

根
面

積
雨

水
貯

水
槽

（
ｍ

2
）

（
ｍ

3
）

（
ｍ

2
）

（
ｍ

3
）

流
通

情
報

会
館

2
,
0
0
0

1
8
0

Ｈ
元

こ
ど

も
セ

ン
タ

ー
1
,
7
3
9

1
6
7

Ｈ
2
4

健
康

セ
ン

タ
ー

平
成

分
室

 
(
旧
南
保
健
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
)

8
0
0

7
0

Ｈ
元

城
南

図
書

館
・

児
童

館
8
5
7

4
0

Ｈ
2
5

男
女

共
同

参
画

セ
ン

タ
ー

は
あ

も
に

い
2
,
3
4
4

4
2

Ｈ
 
2

明
生

園
1
,
1
8
7

4
5

Ｈ
2
3

熊
本

市
水

の
科

学
館

2
,
6
2
0

中
庭
・
外
堀
池

Ｈ
 
2

長
嶺

小
学

校
4
,
9
4
0

2
5
0

Ｈ
 
3

熊
本

市
国

際
交

流
会

館
5
1
0

Ｈ
 
6

市
長

嶺
中

学
校

5
,
0
9
0

2
5
0

Ｈ
 
3

熊
本

市
現

代
美

術
館

（
び

ぷ
れ

す
熊

日
会

館
）

5
,
2
8
0
雨

水
貯

留
槽

 
6
0
0

力
合

中
学

校
5
,
2
0
2

2
5
0

Ｈ
 
5

雑
用

水
用
 
5
0
0

関
龍

田
中

学
校

4
,
0
4
8

2
5
0

Ｈ
 
5

西
部

上
下

水
道

セ
ン

タ
ー

4
0
0

6
0

Ｈ
 
6

日
吉

中
学

校
3
,
5
3
6

5
0
0

Ｈ
 
6

北
部

上
下

水
道

セ
ン

タ
ー

7
0
0

1
2
2

Ｈ
 
7

係
桜

木
中

学
校

3
,
8
5
4

5
0
0

Ｈ
 
6

子
ど

も
文

化
会

館
7
9
4

2
6

Ｈ
 
7

慶
徳

小
学

校
1
,
6
2
0

2
0
0

Ｈ
 
7

市
熊

本
市

環
境

総
合

セ
ン

タ
ー

2
,
1
2
7

1
3
4

Ｈ
 
7

施
日

吉
東

小
学

校
4
,
3
7
6

2
5
0

Ｈ
 
7

健
軍

文
化

ホ
ー

ル
1
,
1
4
7

中
水

ﾋ
ﾟ
ｯ
ﾄ
 
7
0
.
5

桜
木

東
小

学
校

2
,
4
0
4

5
0
0

Ｈ
1
0

高
架
水
槽
 
　

　
4

設
千

原
台

高
等

学
校

体
育

館
2
,
1
7
0

3
0
0

Ｈ
1
4

南
区

役
所

 
飽

田
総

合
出

張
所

2
,
1
0
1

4
6

Ｈ
 
8

必
由

館
高

等
学

校
2
,
2
0
0

1
6
0

Ｈ
1
6

関
熊

本
市

食
品

交
流

会
館

8
2

1
0
0

Ｈ
 
9

東
町

小
学

校
（

東
部

土
木

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
分

含
む

）
2
.
6
7
※

5
6
0
（

2
3
0
）

Ｈ
1
6

熊
本

総
合

屋
内

プ
ー

ル
6
,
0
0
0

7
8
6

Ｈ
1
0

健
軍

小
学

校
・

東
町

中
学

校
4
.
3
0
※

8
5
0
（

4
4
0
）

Ｈ
1
7

熊
本

市
斎

場
3
,
2
7
4

1
0
0

Ｈ
1
1

田
迎

西
小

学
校

4
,
0
3
5

4
7
6

Ｈ
2
4

市
営

南
部

中
央

団
地

1
,
0
5
4

7
1

Ｈ
1
2

力
合

西
小

学
校

4
,
4
5
3

3
0
0

Ｈ
2
5

係
市

営
白

藤
団

地
3
,
0
0
0

1
5
0

Ｈ
1
3

熊
本

県
新

庁
舎

6
,
4
0
0

2
,
1
0
0

Ｈ
 
9

養
護

老
人

ホ
ー

ム
明

飽
苑

2
,
0
0
0

3
5

Ｈ
1
3

熊
本

県
民

総
合

運
動

公
園

屋
内

運
動

広
場

1
,
6
1
3

1
5
0

Ｈ
 
9

熊
本

市
民

病
院

研
究

管
理

棟
1
,
1
5
0

1
5
0

Ｈ
1
3

熊
本

勤
労

者
総

合
福

祉
セ

ン
タ

ー
5
,
8
8
0

5
0
0

Ｈ
 
9

清
水

総
合

出
張

所
（

不
用

浄
化

槽
転

用
）

4
5

Ｈ
1
3

東
稜

高
校

1
0
,
1
3
1

3
0
0

Ｈ
元

施
花

園
総

合
出

張
所

（
不

用
浄

化
槽

転
用

）
3
2
0

2
0

Ｈ
1
3

県
立

大
学

第
2
運

動
場

1
2
,
0
0
0

1
0
0

Ｈ
 
6

龍
田

出
張

所
（

不
用

浄
化

槽
転

用
）

1
9
2

3
0

Ｈ
1
4

県
立

大
学

環
境

共
生

学
部

棟
1
1
2

Ｈ
1
1

幸
田

総
合

出
張

所
（

不
用

浄
化

槽
転

用
）

2
8
6

1
5

Ｈ
1
4

久
留

米
運

送
1
2
3

Ｈ
 
3

北
部

ク
リ

－
ン

セ
ン

タ
－

1
0
9

1
9

Ｈ
1
6

九
州

電
力

熊
本

支
店

2
,
2
3
8

6
3
0

Ｈ
 
4

設
ウ

ェ
ル

パ
ル

く
ま

も
と

2
,
0
7
6

3
4
8

Ｈ
2
0

肥
後

銀
行

流
通

団
地

支
店

3
5
3

2
4

Ｈ
 
4

北
部

武
道

館
7
3
2

Ｈ
2
0

㈲
北

村
プ

レ
ス

工
業

所
6

Ｈ
1
1

学
校

給
食

東
共

同
調

理
場

0
.
2
9
※

7
0
（

3
0
）

Ｈ
1
6

㈱
カ

ネ
ハ

ツ
2

Ｈ
1
1

健
軍

消
防

署
0
.
6
7
※

1
6
0
（

5
0
）

Ｈ
1
6

㈱
熊

本
ワ

イ
ン

1
,
7
6
0

5
1

Ｈ
1
1

市
営

東
町

桜
団

地
1
.
2
8
※

2
8
0
（

9
0
）

Ｈ
1
8

㈱
九

建
2

Ｈ
1
2

市
営

東
町

桜
北

団
地

0
.
3
3
※

7
0
（

3
0
）

Ｈ
1
9

小
規

模
施

設
金

峰
山

中
腹

・
サ

ン
キ

工
業

1
.
5

Ｈ
 
9

東
区

役
所

1
,
5
5
9

1
0
5

Ｈ
2
3

雨
水

貯
留

施
設

助
成

件
数

(
累

計
)

西
区

役
所

 
(
旧

西
部

市
民

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
)

2
,
1
0
0

3
5

Ｈ
1
4

　
雨

水
貯

留
槽

 
 
2
4
0
基

〔
平

成
9
年

度
～

〕

西
区

役
所

 
(
新

館
)

1
,
1
8
9

9
9

Ｈ
2
3

 
 
雨

水
貯

留
ﾀ
ﾝ
ｸ
 
6
3
0
基

〔
平

成
1
7
年

度
～

〕

森
林

学
習

館
不

詳
Ｓ

5
9

く
ま

も
と

森
都

心
プ

ラ
ザ

1
,
5
0
0

1
0
6

Ｈ
2
3

上
下

水
道

局
庁

舎
（

本
館

）
3
5
2

2
5
0

Ｈ
2
5

五
福

小
学

校
・

五
福

ま
ち

づ
く

り
交

流
セ

ン
タ

ー
1
,
3
7
0

1
5
0

Ｈ
 
3

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
･
 
※

敷
地

面
積

 
（

h
a
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
･
 
カ

ッ
コ

書
き

は
、

浸
透

量
を

示
す

 
(
㎥

/
時

)

設
　

置
年

　
度

設
置

種
別

施
　

　
　

設
　

　
　

名

施
　

設
　

の
　

概
　

要
設

　
置

年
　

度

複
合

施
設

一
般

施
設

Ｈ
1
4

複
合

施
設

養
護
老
人
ホ
ー
ム

一
般

施
設

学
　

　
校

民 間 施 設

学
　

　
校

一
般

施
設

施
　

　
　

設
　

　
　

名
設

置
種

別

Ｈ
 
7

県 関 係 施 設

施
　

設
　

の
　

概
　

要
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�
�

�
事

（
�

成
2
6
年

�
）

 

月
 日

 
事
 
 
 
 
項
 

場
 所

 等
 

5/
12

5/
17

6/
28

6/
29 7/
1

7/
6

8/
3

8/
24 9/
7

10
/1
8

11
/9

12
/7

1/
13 2/
9

2/
28

上
江
津
湖
散
策
（
江
津
湖
フ
ェ
ス
タ
）（

～
5/
20
、
計

2
回
開
催
※

天
候
に
よ
り
一
部
中
止
）
 

く
ま
も
と
環
境
フ
ェ
ア

20
14
（
～
5/
18
）
 

田
ん
ぼ
の
学
校

iｎ
白
川
中
流
域
（
田
植
え
体
験
）
 

夏
季
の
節
水
重
点
期
間
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定
 3

級
試
験
実
施
 (
～

9/
30
) 

第
5
回
水
源
の
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
 

健
軍
水
源
地
一
般
開
放

in
水
の
週
間
 

く
ま
も
と
の
水
バ
ス
ツ
ア
ー
（
～
3/
21
、
計

6
回
開
催
）
 

第
6
回
水
源
の
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
 

田
ん
ぼ
の
学
校

iｎ
白
川
中
流
域
（
稲
刈
り
体
験
）
 

第
7
回
水
源
の
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定
 1

級
・
2
級
試
験
実
施
 

「
水
源
か
ん
養
林
」
森
林
整
備
協
定
調
印
式
 

く
ま
も
と
「
水
」
検
定
 1

級
認
定
証
交
付
式
 

水
源
か
ん
養
林
（
10
0
年
の
森
）
4
市
町
村
合
同
植
樹
祭
 

（
第

8
回
水
源
の
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
合
同
開
催
）

   大
津
町
 

  大
津
町
 

  南
阿
蘇
村
 

大
津
町
 

大
津
町
 

 熊
本
県
庁
 

 西
原
村
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�
�

�
 

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
 

  
熊

本
市
（

以
下
「

甲
」
と

い
う

。
）
と

 
 

 
（

以
下
「

乙
」
と

い
う

。
）
と

は
、

森
林

法
（

昭
和

2
6
年

法

律
第

2
4
9
号

）
第

1
0
条

の
1
3
に

基
づ

き
、

熊
本

県
の

立
会

い
の

も
と

に
水

源
か

ん
養

林
造

成
の

た
め

の
森

林
整

備
協

定
を

次
の

と
お

り
締

結
す

る
。

 

 

（
目

的
）

 

第
1
条

 
こ

の
協

定
は

、
 

 
川

流
域

の
森

林
の

造
成

、
森

林
整

備
の

充
実

等
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

森
林

の
持

つ
水

源
か

ん
養

機
能

及
び

国
土

保
全

機
能

を
高

め
、

も
っ

て
住

民
の

生
活

に
欠

か
す

こ
と

の
で

き
な

い
水

資
源

の
確

保
等

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

  
（

協
定

区
域

及
び

植
栽

樹
種

）
 

第
２

条
 

こ
の

協
定

の
目

的
と

な
る

区
域

は
、

別
図

に
示

す
乙

の
 

 
 

 
 

 
の

区
域

と
す

る
｡
 

２
 

前
項

の
区

域
に

植
栽

す
る

樹
種

は
、

広
葉

樹
と

す
る

。
 

  
（

森
林

整
備

に
係

る
具

体
的

実
施

方
法

に
関

す
る

事
項

）
 

第
３

条
 

甲
及

び
乙

は
、

前
条

の
区

域
内

に
お

い
て

、
別

に
締

結
す

る
分

収
造

林
契

約
に

基
づ

く
森

林
整

備

を
行

う
も

の
と

す
る

｡
 

  
（

協
定

の
有

効
期

間
）

 

第
４

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

､
前

条
の

分
収

造
林

契
約

に
定

め
る

期
間

と
す

る
。

 

  
（

相
互

住
民

の
交

流
に

関
す

る
事

項
）

 

第
５

条
 

甲
及

び
乙

は
、

相
互

の
住

民
が

交
流

を
深

め
る

た
め

の
各

種
行

事
を

行
う

よ
う

努
め

る
も

の
と

す

る
。

 

  
（

そ
の

他
）

 

第
６

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

甲
乙

協
議

の
上

決
定

す
る

。
 

  
こ

の
協

定
の

成
立

の
証

と
し

て
本

書
3
通

を
作

成
し

、
甲

、
乙

及
び

立
会

人
署

名
押

印
の

う
え

、
お

の
お

の
そ

の
１

通
を

保
有

す
る

 

  
 

平
成

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

  
 

甲
 

 
 

 
熊

本
市

 

  
 

乙
 

 
 

 
 

  
 

立
会

人
 

 
熊

本
県

 

 

�
�

�
�

�
�

 

  
�

�
�

 

 
 

締
結

日
 

 
 

 
平

成
1
2
年

１
月

1
3
日

 

 
 

造
林

箇
所

 

 
 

 
阿

蘇
郡

西
原

村
大

字
宮

山
字

医
王

寺
向

7
2
1
番

3
 

 
 

 
西

原
村

所
有

の
原

野
 

 
 

造
林

面
積

 

 
 

 
5
7
.
8
0
ヘ

ク
タ

ー
ル

（
平

成
1
1
年

か
ら

平
成

1
5
年

度
ま

で
の

5
年

間
で

植
栽

）
 

  
�

�
�

 

 
 

締
結

日
 

 
 

 
平

成
1
2
年

1
1
月

1
5
日

 

 
 

造
林

箇
所

 

 
 

 
上
益
城
郡
矢
部
町
大
字
御
所
字
戸
屋
ノ
唱
新

27
番

1､
同
字
袖
の
薮
新

28
番

1
の
一
部
及
び
新

28
番

2 

 
 

 
矢

部
町

所
有

の
原

野
 

 
 

造
林

面
積

 

 
 

 
2
2
.
9
7
ヘ

ク
タ

ー
ル

（
平

成
1
2
年

か
ら

平
成

1
5
年

度
ま

で
の

4
年

間
で

植
栽

）
 

 

�
�

�
 

 
 

締
結

日
 

 
 

 
平

成
1
7
年

１
月

1
4
日

 

 
 

造
林

箇
所

 

 
 

 
菊

池
郡

大
津

町
大

字
矢

護
川

字
四

ノ
尾

2
9
0
3
-
9
番

地
外

1
6
0
筆

 

 
 

 
大

津
町

所
有

の
原

野
 

 
 

造
林

面
積

 

 
 

 
5
0
.
0
1
ヘ

ク
タ

ー
ル

（
平

成
1
6
年

か
ら

平
成

2
0
年

度
ま

で
の

5
年

間
で

植
栽

）
 

  
�

�
�

 

 
 

締
結

日
 

 
 

 
平

成
1
7
年

1
月

1
4
日

 

 
 

造
林

箇
所

 

 
 

 
阿

蘇
郡
高
森
町
大
字
色
見
字
阿
蘇
岳

34
12

番
地
、
34
16
-1
03

番
地
及
び
大
字
上
色
見
字
猫
嶽
 

10
-2
63

番
地
、
熊
野

27
60
-4
2
番
地
 

 
 

 
高

森
町

所
有

の
原

野
 

 
 

造
林

面
積

 

 
 

 
5
6
.
2
4
ヘ

ク
タ

ー
ル

（
平

成
1
6
年

か
ら

平
成

2
0
年

度
ま

で
の

5
年

間
で

植
栽

）
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�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
 

  
熊

本
市
（

以
下
「

甲
」
と

い
う

。
）
と

 
 

 
（

以
下
「

乙
」
と

い
う

。
）
と

は
、

森
林

法
（

昭
和

2
6
年

法

律
第

2
4
9
号

）
第

1
0
条

の
1
3
の

規
定

に
基

づ
き

、
熊

本
県

の
立

会
い

の
も

と
に

水
源

か
ん

養
林

造
成

の
た

め
の

森
林

整
備

協
定

を
次

の
と

お
り

締
結

す
る

。
 

 

（
目

的
）

 

第
1
条

 
こ

の
協

定
は

、
地

下
水

か
ん

養
区

域
内

の
森

林
整

備
の

充
実

等
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

森
林

の
持

つ
水

源
か

ん
養

機
能

を
高

め
、

も
っ

て
住

民
の

生
活

に
欠

か
す

こ
と

の
で

き
な

い
水

資
源

の
確

保
等

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

  
（

協
定

区
域

）
 

第
２

条
 

こ
の

協
定

の
目

的
と

な
る

区
域

は
、

別
紙

区
域

図
に

示
す

乙
の

 
 

 
 

 
 

の
区

域
と

す
る

｡
 

  
（

森
林

整
備

に
関

す
る

事
項

）
 

第
３

条
 

甲
及

び
乙

は
、

前
条

の
区

域
内

に
お

い
て

、
別

に
締

結
す

る
分

収
造

林
契

約
に

基
づ

く
森

林
整

備

を
行

う
も

の
と

す
る

｡
 

  
（

協
定

の
有

効
期

間
）

 

第
４

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

､
前

条
の

分
収

造
林

契
約

に
定

め
る

期
間

と
す

る
。

 

  
（

相
互

住
民

の
交

流
に

関
す

る
事

項
）

 

第
５

条
 

甲
及

び
乙

は
、

相
互

の
住

民
が

交
流

を
深

め
る

た
め

の
各

種
行

事
を

行
う

よ
う

努
め

る
も

の
と

す

る
。

 

  
（

道
路

の
補

修
）

 

第
６

条
 

第
２

条
に

規
定

す
る

区
域

外
の

乙
が

所
有

す
る

既
存

道
路

に
つ

い
て

、
こ

の
協

定
の

締
結

に
必

要

な
補

修
は

、
甲

の
負

担
に

お
い

て
行

う
も

の
と

す
る

。
 

  
（

財
産

の
帰

属
等

）
 

第
７

条
 

第
２

条
に

規
定

す
る

区
域

内
の

工
作

物
（

道
路

等
）

及
び

前
条

の
規

定
に

よ
り

甲
が

補
修

を
行

っ

た
道

路
に

係
る

工
作

物
等

は
、

乙
に

帰
属

す
る

も
の

と
す

る
。

 

  
（

そ
の

他
）

 

第
８

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

甲
、

乙
協

議
の

上
決

定
す

る
。

 

  
こ

の
協

定
の

成
立

の
証

と
し

て
本

書
3
通

を
作

成
し

、
甲

、
乙

及
び

立
会

人
署

名
押

印
の

う
え

、
各

々
そ

の
１

通
を

保
有

す
る

 

    
 

平
成

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

  
 

甲
 

 
 

 
熊

本
市

 

  
 

乙
 

 
 

 
 

  
 

立
会

人
 

 
熊

本
県

 

    �
�

�
�

�
�

 

  
�

�
�

 

 
 

締
結

日
 

 
 

 
平

成
2
1
年

1
1
月

 
5
日

 

 
 

造
林

箇
所

 

 
 

 
阿

蘇
郡

西
原

村
大

字
鳥

子
字

俵
山

3
5
9
9
-
3
番

地
 

 
 

 
大

津
町

所
有

の
原

野
 

 
 

造
林

面
積

 

 
 

 
5
2
.
7
7
ヘ

ク
タ

ー
ル

（
平

成
2
1
年

か
ら

平
成

2
5
年

度
ま

で
の

5
年

間
で

植
栽

）
 

  
�

�
�

 

 
 

締
結

日
 

 
 

 
平

成
2
1
年

1
1
月

 
5
日

 

 
 

造
林

箇
所

 

 
 

 
阿
蘇
郡
西
原
村
大
字
河
原
字
大
野

43
32
-3

番
地
及
び
大
字
宮
山
字
医
王
寺
向

72
1-
1
番
地
、
72
1-
3
番
地
 

 
 

 
西

原
村

所
有

の
原

野
 

 
 

造
林

面
積

 

 
 

 
3
7
.
0
3
ヘ

ク
タ

ー
ル

（
平

成
2
1
年

か
ら

平
成

2
5
年

度
ま

で
の

5
年

間
で

植
栽

）
 

 

�
�

�
�

 

 
 

締
結

日
 

 
 

 
平

成
2
1
年

1
1
月

 
5
日

 

 
 

造
林

箇
所

 

 
 

 
阿

蘇
郡

南
阿

蘇
村

大
字

河
陰

字
實

入
塚

5
3
3
8
-
1
番

地
、

字
水

ノ
平

2
8
9
5
-
1
番

地
及

び
大

字
久

石
字

多
津

山
5
-
1
番

地
 

 
 

 
南

阿
蘇

村
所

有
の

原
野

 

 
 

造
林

面
積

 

 
 

 
4
5
.
0
3
ヘ

ク
タ

ー
ル

（
平

成
2
1
年

か
ら

平
成

2
5
年

度
ま

で
の

5
年

間
で

植
栽

）
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熊

本
市
（

以
下
「

甲
」
と

い
う

。
）
と

 
 

 
（

以
下
「

乙
」
と

い
う

。
）
と

は
、

森
林

法
（

昭
和

2
6
年

法

律
第

2
4
9
号

）
第

1
0
条

の
1
3
の

規
定

に
基

づ
き

、
熊

本
県

の
立

会
い

の
も

と
に

水
源

か
ん

養
林

造
成

の
た

め
の

森
林

整
備

協
定

を
次

の
と

お
り

締
結

す
る

。
 

 

（
目

的
）

 

第
1
条

 
こ

の
協

定
は

、
地

下
水

か
ん

養
区

域
内

の
森

林
整

備
の

充
実

等
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

森
林

の
持

つ
水

源
か

ん
養

機
能

を
高

め
、

も
っ

て
住

民
の

生
活

に
欠

か
す

こ
と

の
で

き
な

い
水

資
源

の
確

保
等

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

  
（

協
定

区
域

）
 

第
２

条
 

こ
の

協
定

の
目

的
と

な
る

区
域

は
、

別
紙

区
域

図
に

示
す

 
 

 
 

 
 

 
 

 
と

す
る

｡
 

  
（

森
林

整
備

に
関

す
る

事
項

）
 

第
３

条
 

甲
及

び
乙

は
、

前
条

の
区

域
内

に
お

い
て

、
別

に
締

結
す

る
分

収
造

林
契

約
に

基
づ

く
森

林
整

備

を
行

う
も

の
と

す
る

｡
 

  
（

協
定

の
有

効
期

間
）

 

第
４

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

､
前

条
の

分
収

造
林

契
約

に
定

め
る

期
間

と
す

る
。

 

  
（

相
互

住
民

の
交

流
に

関
す

る
事

項
）

 

第
５

条
 

甲
及

び
乙

は
、

相
互

の
住

民
が

交
流

を
深

め
る

た
め

の
各

種
行

事
を

行
う

よ
う

努
め

る
も

の
と

す

る
。

 

  
（

道
路

の
補

修
）

 

第
６

条
 

第
２

条
に

規
定

す
る

区
域

外
の

乙
が

所
有

す
る

既
存

道
路

に
つ

い
て

、
こ

の
協

定
の

締
結

に
必

要

な
補

修
は

、
甲

の
負

担
に

お
い

て
行

う
も

の
と

す
る

。
 

  
（

財
産

の
帰

属
等

）
 

第
７

条
 

第
２

条
に

規
定

す
る

区
域

内
の

工
作

物
（

道
路

等
）

及
び

前
条

の
規

定
に

よ
り

甲
が

補
修

を
行

っ

た
道

路
に

係
る

工
作

物
等

は
、

乙
に

帰
属

す
る

も
の

と
す

る
。

 

  
（

そ
の

他
）

 

第
８

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

甲
、

乙
協

議
の

上
決

定
す

る
。

 

  
こ

の
協

定
の

成
立

の
証

と
し

て
本

書
3
通

を
作

成
し

、
甲

、
乙

及
び

立
会

人
記

名
押

印
の

う
え

、
各

々
そ

の
１

通
を

保
有

す
る

 

    
 

平
成

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

  
 

甲
 

 
 

 
熊

本
市

 

  
 

乙
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

立
会

人
 

 
熊

本
県

 

    �
�

�
�

�
�

 

  
�

�
�

 

 
 

締
結

日
 

 
 

 
平

成
2
7
年

 
1
月

1
3
日

 

 
 

造
林

箇
所

 

 
 

 
阿

蘇
郡

西
原

村
大

字
鳥

子
字

俵
山

3
5
9
9
-
1
番

地
 

 
 

 
大

津
町

所
有

の
原

野
 

 
 

造
林

面
積

 

 
 

 
1
2
.
6
4
ヘ

ク
タ

ー
ル

（
平

成
2
6
年

か
ら

平
成

3
0
年

度
ま

で
の

5
年

間
で

植
栽

）
 

  
�

�
�

 

 
 

締
結

日
 

 
 

 
平

成
2
7
年

 
1
月

1
3
日

 

 
 

造
林

箇
所

 

 
 

 
阿
蘇
郡
西
原
村
大
字
小
森

21
83
-1

番
地
及
び
大
字
宮
山
字
医
王
寺
向

72
1-
1
番
地
、
72
1-
3
番
地
 

 
 

 
西

原
村

所
有

の
原

野
 

 
 

造
林

面
積

 

 
 

 
4
1
.
3
9
ヘ

ク
タ

ー
ル

（
平

成
2
6
年

か
ら

平
成

3
0
年

度
ま

で
の

5
年

間
で

植
栽

）
 

 

�
�

�
�

 

 
 

締
結

日
 

 
 

 
平

成
2
7
年

 
1
月

1
3
日

 

 
 

造
林

箇
所

 

 
 

 
阿

蘇
郡

南
阿

蘇
村

大
字

久
石

字
赤

迫
4
4
1
1
-
3
5
番

地
及

び
大

字
両

併
字

城
山

3
0
6
5
-
4
番

地
、

 

3
0
6
5
-
5
番

地
、

及
び

大
字

両
併

字
星

ヶ
峯

1
5
2
0
-
1
番

地
、

1
5
2
0
-
2
番

地
、

1
5
2
0
-
3
番

地
、

 

及
び

大
字

両
併

字
獄

下
1
5
6
0
-
1
番

地
 

 
 

 
南

阿
蘇

村
所

有
の

原
野

 

 
 

造
林

面
積

 

 
 

 
2
1
.
6
8
ヘ

ク
タ

ー
ル

（
平

成
2
6
年

か
ら

平
成

3
0
年

度
ま

で
の

5
年

間
で

植
栽

）
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熊
本

市
 

(
以

下
「

甲
」

と
い

う
。

)
と

大
津

町
（

以
下

「
乙

」
と

い
う

。
）
、

菊
陽

町
（

以
下

「
丙

」
と

い

う
。
）
、

水
循

環
型

営
農

推
進

協
議

会
会

長
冨

永
清

次
(
以

下
「

丁
」

と
い

う
。

)
と

は
、

白
川

中
流

域
に

お
け

る
水

田
湛

水
等

に
つ

い
て

、
熊

本
県

知
事

を
立

会
人

と
し

て
次

の
と

お
り

協
定

を
締

結
す

る
。

 

 （
趣

旨
）

 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

白
川

中
流

域
の

水
田

に
お

い
て

、
丁

が
営

農
の

一
環

と
し

て
農

家
と

連
携

し
て

推

進
す

る
水

田
湛

水
等

の
事

業
(
以

下
「

湛
水

事
業

」
と

い
う

。
)
が

、
熊

本
市

の
地

下
水

か
ん

養
に

多
大

な

貢
献

を
果

た
す

こ
と

か
ら

、
こ

の
事

業
に

甲
、

乙
、

丙
及

び
丁

が
協

力
し

て
取

り
組

み
、

円
滑

に
推

進
し

て
い

く
こ

と
に

つ
い

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
対

象
区

域
）

 

第
２

条
 

こ
の

協
定

の
対

象
と

な
る

区
域

は
、

大
津

町
及

び
菊

陽
町

に
存

す
る

白
川

の
堰

か
ら

取
水

す
る

農

業
用

水
で

か
ん

が
い

さ
れ

る
水

田
の

区
域

と
す

る
。

 

 （
実

施
方

法
等

に
関

す
る

事
項

）
 

第
３

条
 

甲
は

、
丁

が
推

進
す

る
湛

水
事

業
に

係
る

経
費

に
つ

い
て

助
成

す
る

も
の

と
す

る
。

 

２
 

甲
、

乙
、

丙
及

び
丁

は
、

湛
水

事
業

の
実

施
方

法
等

を
、

毎
年

協
議

の
う

え
定

め
る

も
の

と
す

 
 

 

る
。

 

 （
地

下
水

保
全

の
啓

発
及

び
住

民
の

交
流

に
関

す
る

事
項

）
 

第
４

条
 

甲
、

乙
、

丙
及

び
丁

は
、

こ
の

協
定

の
円

滑
な

実
施

を
図

る
た

め
、

次
の

事
項

に
つ

い
て

協
力

す

る
も

の
と

す
る

。
 

(
１

)
 

白
川

中
流

域
に

お
け

る
農

業
及

び
農

業
の

果
た

す
地

下
水

か
ん

養
の

重
要

性
に

つ
い

て
住

民
の

相

互
理

解
を

深
め

る
こ

と
。

 

(
２

)
 

大
津

町
、

菊
陽

町
及

び
熊

本
市

の
相

互
の

住
民

及
び

事
業

者
の

交
流

を
促

進
す

る
こ

と
。

 

(
３

)
 

環
境

保
全

型
農

業
及

び
農

産
物

の
地

産
地

消
の

普
及

啓
発

を
図

る
こ

と
。

 

 （
協

定
の

有
効

期
間

）
 

第
５

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

、
平

成
1
6
年

度
か

ら
平

成
2
5
年

度
ま

で
と

す
る

。
た

だ
し

、
甲

、
乙

、

丙
及

び
丁

の
協

議
の

う
え

延
長

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
そ

の
他

）
 

第
６

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

甲
、

乙
、

丙
及

び
丁

が
協

議
の

う
え

決
定

す
る

。
 

  
こ

の
協

定
の

締
結

の
証

と
し

て
、

本
書

5
通

を
作

成
し

、
甲

、
乙

、
丙

、
丁

及
び

立
会

人
記

名
押

印
の

う

え
、

お
の

お
の

そ
の

１
通

を
保

有
す

る
。
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熊

本
市
（

以
下
「

甲
」
と

い
う

。
）
、
大

津
町
（

以
下
「

乙
」
と

い
う

。
）
、
菊

陽
町
（

以
下
「

丙
」
と

い
う

。
）

及
び

水
循

環
型

営
農

推
進

協
議

会
 
（

以
下

「
丁

」
と

い
う

。
）

と
は

、
白

川
中

流
域

に
お

け
る

水
田

湛
水

等
に

つ
い

て
、

熊
本

県
知

事
を

立
会

人
と

し
て

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。
 

 （
趣

旨
）

 
第

１
条

 
こ

の
協

定
は

、
白

川
中

流
域

の
水

田
に

お
い

て
、

丁
が

営
農

の
一

環
と

し
て

農
家

と
連

携
し

て
推

進
す

る
水

田
湛

水
等

の
事

業
(
以

下
「

湛
水

事
業

」
と

い
う

。
)
が

、
熊

本
市

の
地

下
水

か
ん

養
に

多
大

な
貢

献
を

果
た

す
こ

と
か

ら
、

湛
水

事
業

に
甲

、
乙

、
丙

及
び

丁
が

協
力

し
て

取
り

組
み

、
円

滑
に

推
進

し
て

い
く

こ
と

に
つ

い
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 （
対

象
区

域
）

 
第

２
条

 
こ

の
協

定
の

対
象

と
な

る
区

域
は

、
大

津
町

及
び

菊
陽

町
に

存
す

る
白

川
の

堰
か

ら
取

水
す

る
農

業
用

水
で

か
ん

が
い

さ
れ

る
大

津
町

、
菊

陽
町

及
び

熊
本

市
の

水
田

の
区

域
と

す
る

。
 

 （
実

施
方

法
等

に
関

す
る

事
項

）
 

第
３

条
 

甲
は

、
丁

が
推

進
す

る
湛

水
事

業
に

係
る

経
費

に
つ

い
て

助
成

す
る

も
の

と
す

る
。

 
２

 
甲

、
乙

、
丙

及
び

丁
は

、
湛

水
事

業
の

実
施

方
法

等
を

、
毎

年
丁

の
総

会
で

協
議

の
う

え
定

め
る

も
の

 
 

 
と

す
る

。
 

 （
地

下
水

保
全

の
啓

発
及

び
住

民
の

交
流

に
関

す
る

事
項

）
 

第
４

条
 

甲
、

乙
、

丙
及

び
丁

は
、

湛
水

事
業

の
円

滑
な

実
施

を
図

る
た

め
、

次
の

事
項

に
つ

い
て

協
力

す
る

も
の

と
す

る
。

 
(
１

)
 

白
川

中
流

域
に

お
け

る
農

業
及

び
農

業
の

果
た

す
地

下
水

か
ん

養
の

重
要

性
に

つ
い

て
住

民
の

相
互

理
解

を
深

め
る

こ
と

。
 

(
２

)
 

大
津

町
、

菊
陽

町
及

び
熊

本
市

の
相

互
の

住
民

の
交

流
を

促
進

す
る

こ
と

。
 

(
３

)
 

環
境

保
全

型
農

業
及

び
農

産
物

の
地

産
地

消
の

普
及

啓
発

を
図

る
こ

と
。

 
 （

事
業

者
等

に
よ

る
湛

水
へ

の
取

組
み

に
関

す
る

事
項

）
 

第
５

条
 

水
田

湛
水

等
へ

の
取

組
み

の
発

展
を

促
す

た
め

、
甲

、
乙

、
丙

及
び

丁
は

、
連

携
し

て
事

業
者

等
に

よ
る

参
画

を
支

援
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

事
業

者
等

で
湛

水
事

業
へ

の
参

加
を

希
望

す
る

者
（

以
下
「

希
望

者
」
と

い
う

。
）
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

前
項

の
規

定
に

基
づ

き
丁

は
、

希
望

者
と

の
協

定
締

結
に

先
立

ち
、

甲
、

乙
及

び
丙

に
報

告
す

る
も

の
と

す
る

。
 

３
 

前
項

の
規

定
に

よ
る

報
告

が
あ

っ
た

希
望

者
に

つ
い

て
、

新
た

に
水

田
湛

水
箇

所
を

確
保

す
る

こ
と

が
困

難
と

認
め

ら
れ

る
場

合
は

、
甲

、
乙

、
丙

及
び

丁
で

協
議

の
上

、
既

存
の

水
田

湛
水

実
施

箇
所

を
充

当
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 （
協

定
の

有
効

期
間

）
 

第
６

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

、
平

成
２

６
年

度
か

ら
平

成
３

５
年

度
ま

で
と

す
る

。
 

 （
そ

の
他

）
 

第
７

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

甲
、

乙
、

丙
及

び
丁

が
協

議
の

う
え

決
定

す
る

。
 

  
こ

の
協

定
の

締
結

の
証

と
し

て
、

本
書

５
通

を
作

成
し

、
甲

、
乙

、
丙

、
丁

及
び

立
会

人
記

名
押

印
の

う
え

、
各

自
そ

の
１

通
を

保
有

す
る

。
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